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国スポ
まで 58日 障スポ

まで

2025年9月28日（日）～10月8日（水） 2025年10月25日（土）～10月27日（月）

85日
（８月1日現在）

どこかのページに私たちが隠れちゃった！
探してみてね♪答えは22ページ！

※P10を除く

今月の主な内容 main topics

　７月に各幼稚園・保育所で“小さいころから水に慣れ親し
むこと”を目的に日野町スポーツ協会主催の「幼児水泳教
室」が開催されました。
　写真は、7月９日（水）に開催されたわらべ保育園での様子
です。子どもたちは、水に怖がることなく楽しんでいました。

「住まいのエンディングノート」
をご活用ください

戦後80年を迎えて
日野町と戦争
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「住まいのエンディングノート」は、
ホームページからダウンロードできます。

空き家の問題に空き家の問題に
困らないように困らないように

相続時の参考に相続時の参考に
なるようになるように

住まいの将来をご家族で話し合ってみませんか？

「住まいのエンディングノート」
をご活用ください

　

近
年
、
地
域
住
民
の
生
活
環
境
に
支
障
を
き
た

す
空
き
家
問
題
が
後
を
絶
た
ず
、
全
国
の
自
治
体

と
同
様
、
日
野
町
で
も
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
空
き
家
と
な
る
原
因
に
は
、

・
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
の
転
居
や
施
設
入
所

・
物
件
の
相
続
後
に
居
住
者
が
い
な
い

・
将
来
住
む
可
能
性
が
あ
る　

・
家
へ
の
愛
着
や
他
人
が
住
む
こ
と
の
抵
抗
感

　
か
ら
売
却
を
た
め
ら
う

な
ど
が
あ
り
、
居
住
可
能
な
住
宅
で
あ
る
に
も
関

わ
ら
ず
、
結
果
的
に
空
き
家
に
な
る
ケ
ー
ス
も
あ

り
ま
す
。

　

町
で
は
、
令
和
６
年
度
に
実
施
し
た
空
き
家
実

態
調
査
に
よ
り
、
5
7
4
戸
の
空
き
家
を
確
認
し

て
い
ま
す
。
居
住
可
能
な
空
き
家
で
あ
れ
ば
、
利

活
用
も
可
能
で
す
が
、
管
理
が
さ
れ
て
い
な
い
空

き
家
は
、
老
朽
化
が
進
み
、
地
域
住
民
へ
の
迷
惑

に
な
る
だ
け
で
な
く
、
事
故
が
起
き
た
際
に
損
害

賠
償
責
任
を
負
う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
地
域
に
悪

影
響
を
及
ぼ
す
よ
う
な
空
き
家
に
し
な
い
た
め
に

は
、
早
め
の
対
策
が
必
要
で
す
。

　

空
き
家
問
題
は
、
今
は
関
係
な
い
と
思
っ
て
い

て
も
、
い
ず
れ
誰
に
で
も
起
こ
り
得
る
問
題
で
あ

り
、
他
人
事
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
空
き

家
と
な
る
か
も
し
れ
な
い
「
空
き
家
予
備
軍
」
と

な
る
住
宅
を
お
持
ち
の
方
は
、
将
来
ど
う
し
て
い

く
の
か
、
ご
家
族
で
話
し
合
う
こ
と
が
空
き
家
に

し
な
い
対
策
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
を
機
に
、「
住
ま
い
の
エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー

ト
」
を
活
用
し
な
が
ら
空
き
家
に
つ
い
て
考
え
て

み
ま
せ
ん
か
。

不動産の不動産の
いかし方・しまい方いかし方・しまい方

の確認にの確認に

◎�住まいの将来を考える際に参考となる情報
を紹介しています。
◎�ご家族が住まいのさまざまな判断や手続き
を進める際に必要な情報を確認できます。
◎�ご家族や大切な人と一緒に住まいの将来を
考えるきっかけにご活用ください。

「住まいのエンディングノート」とは

？？

「住まいのエンディングノート」を「住まいのエンディングノート」を
活用してみませんか？活用してみませんか？

国土交通省
ホームページ▶
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「住まいのエンディングノート」の一部「住まいのエンディングノート」の一部

「空き家の行き先を考えるすごろく」でご家族で一緒に考えてみませんか？「空き家の行き先を考えるすごろく」でご家族で一緒に考えてみませんか？

　

放
置
さ
れ
た
空
き
家
を
発
生

さ
せ
な
い
た
め
に
は
、
住
ま
い

を
相
続
し
た
方
が
空
き
家
を
ど

う
す
る
か
判
断
し
や
す
く
な
る

な
ど
住
ま
い
の
情
報
を
伝
え
る

こ
と
や
、
あ
ら
か
じ
め
住
ま
い

の
将
来
を
ご
家
族
で
話
し
合
い
、

行
動
を
先
延
ば
し
に
し
な
い
こ

と
が
大
切
で
す
。「
住
ま
い
の
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
」
は
、
家

系
図
や
、
建
物
・
土
地
の
所
有

の
状
況
に
加
え
、
こ
れ
を
将
来

ど
う
し
た
い
か
な
ど
の
情
報
を

住
ま
い
の
所
有
者
が
記
入
で
き

る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
家
族
で
一
緒
に
住

ま
い
の
将
来
を
考
え
る
き
っ
か

け
と
し
て
ご
活
用
い
た
だ
く
ほ

か
、住
ま
い
の
「
い
か
し
方
」「
し

ま
い
方
」
に
関
す
る
制
度
や
手

続
き
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め

に
ご
活
用
い
た
だ
く
こ
と
も
想

定
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ノ
ー
ト
が
広
く
活
用
さ

れ
る
こ
と
で
、
放
置
さ
れ
た
空

き
家
の
発
生
抑
制
や
空
き
家
の

適
切
な
管
理
に
つ
な
が
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
ま
す
。

◆問い合わせ先　建設計画課　都市計画担当　☎ 0748-52-6567

「空き家の行き先を考え
るすごろく」は、国土交通
省のホームページよりダ
ウンロード、または、建設
計画課のカウンターで配
布しています。

空き家の行き先を
考えるすごろく
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　昭和20年８月15日に終戦を迎え、今年で80年になります。日中戦争から太平洋戦争にかけての戦争では、お
よそ310万人が犠牲となり、そのうち３万人以上が滋賀県出身の方でした。
　当時を知る方が年々減るなか、失われつつある戦争の記憶を、町の当時の写真などで振り返ります。

《参考文献：近江日野の歴史　第４巻　近現代編》

新しい時代を迎えたいま、考えてみませんか、平和のこと
戦後80年を迎えて 日野町と戦争

出
しゅっしゅっ

征
せ いせ い

兵
へ いへ い

士
しし

（南比都佐村上駒月）

児童の勤労奉仕の風景（西大路国民学校）

東桜谷村６ヵ寺の梵
ぼ んぼ ん

鐘
しょうしょう

・半
は んは ん

鐘
しょうしょう

供出の壮行式

国防婦人会（西大路村）

大阪から集団疎開してきた４年生学童

　この３人の兵士は、いずれも30代で召集され、幼い子
どもを残して、出征（軍隊の一員として戦地へ行くこと）
しなければなりませんでした。

　「国民学校」といわれた戦時中の小学校では、軍国主義
の強い教育が行われました。戦争が長期化してくるにつれ、
学校教育は本来の学校としての機能を失っていきました。

　武器の原料となる鉄や銅が不足したため、昭
和16年8月に「金属類回収令」という法律が公
布され、町の銅像や寺の鐘も供出（国に差し
出すこと）が求められました。
　大正８年に建設された蒲生氏郷公の銅像も
資源として供出されたため、現在ひばり野に
ある銅像は、地域の人たちによって再建され
たものです。

　白エプロン（割
かっ

烹
ぽう

着
ぎ

）と白たすき掛け姿で、出征兵士の
見送り、留守家族の慰

い

問
もん

、慰問袋の作製・発送などを行い
ました。

　戦争末期には、都市部の学校に通う子どもたちが、空襲
の被害を受けにくい郊外や農村部に一時的に移住しまし
た。現日野町域では、昭和19年8月末から大阪市内の学童
集団疎開の受け入れが始まりました。

（滋賀県平和祈念館提供）
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関連事業イベント関連事業イベント

戦死者の村葬（東桜谷村） 人形受け渡し式（日野尋常高等小学校）

　明治以降の戦争による現日野町域の戦没者は1,024人
で、戦没時期は戦争末期の昭和19年以降に集中していま
した。最初の戦死者の葬儀は、小学校講堂で行われました。
この後、すべての戦死者の葬儀は、町村葬で営まれ、多く
は小学校で行われました。

戦没者の遺族に対する 
第十二回特別弔慰金の 
請求を受け付けています
　請求期間や支給対象者、申請方
法など、詳しくは町のホームペー
ジもしくは広報ひの５月号をご覧
ください。
◆問い合わせ先　福祉保健課　
　地域共生推進担当
　☎0748-52-6524

黙とうを捧げましょう
　先の大戦において亡くなられた方々のご冥福と世界の恒久平
和を願って、黙とうをしましょう。
●8月 6日（水） 8：15　　広島に原爆が投下された日時
●8月 9日（土）11：02　　長崎に原爆が投下された日時
●8月15日（金）12：00　　終戦の日

　アメリカとの戦争が始まる前の昭和２年に友好のシンボ
ルとしてアメリカから日本各地の幼稚園や小学校に贈られ
た青い目の人形の多くは、戦争が激しくなるにつれて敵国
の象徴とされ、壊されたり捨てられたりしました。滋賀県
下では、日野小学校で保管されている「マリオンベイビー
ちゃん」を含め、保存状態の良い４体の青い目の人形が確
認されています。

青い目の人形（日野小学校蔵）

町ホームページ

昨年度の日野町戦没者追悼式の様子

日野町平和祈念式典
　先の大戦において亡くなられた方々を追悼するとともに恒久の平和
を祈念して、令和７年度日野町平和祈念式典を挙行します。
　どなたでも参列いただけます。ご遺族の方だけでなく、一般の方も�
ぜひご参列ください。
・と　き／�８月24日（日）13：20～15：30（受付13：00～）
・ところ／�わたむきホール虹�大ホール
・内　容／�一部：�日野町戦没者追悼式
� 二部：�次世代戦跡訪問研修体験報告（鹿児島県知覧）
� � 朗読劇「あの時こんな事が」（戦争体験の手記の朗読）
� � 日野少年少女合唱団による合唱
◆問い合わせ先　福祉保健課　地域共生推進担当　☎0748-52-6524
　　　　　　　　総務課　　　総務担当　　　　　☎0748-52-6500

企画展 昭和の戦争と子どもたち
－戦後80年　描かれた絵が今に伝えるものー
・と　き／７月19日（土）～９月15日（月）
　※�祝日を除く月・火曜日、７月23日（水）、８月12日（火）～15日（金）は休館日
・ところ／近江日野商人ふるさと館「旧山中正吉邸」
・入場料／大人300円・子ども120円
　※期間中、日野町民無料
◆問い合わせ先　近江日野商人ふるさと館
　「旧山中正吉邸」　☎0748-52-0008

戦後80年記念企画展
近江鉄道改札口から見る 

「日野町と太平洋戦争」
・と　き／７月19日（土）～９月15日（月）
　※�祝日を除く月・火曜日、７月23日（水）、�
８月12日（火）～15日（金）は休館日

・ところ／近江日野商人館
・入場料／大人300円・子ども120円
　※期間中、日野町民無料
●�入館者には、企画展資料を差し上げま
す。（１家族１部）
◆問い合わせ先　近江日野商人館
　　　　　　　　☎0748-52-0007
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６
月
８
日
（
日
）、
わ
た
む
き
ホ
ー
ル

虹
で
日
野
少
年
少
女
合
唱
団
の
第
30
回
定

期
演
奏
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、

指
導
者
の
山や

ま

本も
と

富ふ

美み

子こ

先
生
（
日
野
）
と

団
員
の
朝あ

さ

日ひ

千ち

尋ひ
ろ

さ
ん
（
日
野
）
に
お
話

を
伺
い
ま
し
た
。

日
野
少
年
少
女
合
唱
団
の
活
動

　
結
成
33
年
を
迎
え
た
現
在
、
小
学
生
か

ら
大
学
生
ま
で
の
33
名
と
指
導
者
５
名
で

活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
野
公
民
館
を

主
な
活
動
場
所
と
し
て
毎
週
土
曜
日
に
学

年
関
係
な
く
、
仲
良
く
練
習
を
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
町
内
外
の
各
種
イ
ベ
ン
ト
へ

も
積
極
的
に
参
加
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
山
本
先
生
は
「
同
じ
合
唱
曲
で
も
、
歌

う
た
び
に
、
そ
し
て
歌
う
メ
ン
バ
ー
が
変

わ
る
た
び
に
、
表
情
が
変
わ
り
、
人
の
心

に
訴
え
て
く
る
も
の
が
あ
り
ま
す
。
歌
が

大
好
き
な
み
ん
な
で
充
実
し
た
練
習
を
し

な
が
ら
、
町
に
私
た
ち
の
歌
声
で
幸
せ
な

気
持
ち
が
広
が
っ
て
い
く
と
い
い
な
」
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

記
念
す
べ
き
30
回
目
の
定
期
演
奏
会

　

定
期
演
奏
会
で
は
、
世
界
の
名
曲
や

ア
ニ
メ
ソ
ン
グ
な
ど
の
11
曲
と
、
合
唱

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
マ
ッ
チ
売
り
の
少
女
」

が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
に

使
用
さ
れ
た
舞
台
の
バ
ッ
ク
イ
ラ
ス
ト

な
ど
は
、
合
唱
団
の
結
成
の
き
っ
か
け
と

な
っ
た
故
菱ひ

し

川か
わ

き
よ
み
先
生
が
作
成
さ
れ

た
そ
う
で
す
。
衣
装
や
小
物
な
ど
の
組
み

合
わ
せ
は
、
団
員
の
保
護
者
も
担
当
し
、

み
ん
な
で
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
を
作
り
上
げ
ら

れ
ま
し
た
。

　
主
役
を
務
め
た
朝
日
さ
ん
は
「
先
輩
方

が
受
け
継
い
で
き
た
も
の
を
、
ど
の
よ
う

に
す
れ
ば
自
分
た
ち
に
合
っ
た
も
の
に
な

る
の
か
、
考
え
る
の
が
難
し
か
っ
た
け
れ

ど
、
主
体
的
に
行
動
し
た
上
で
本
番
を
迎

え
た
の
で
、
公
演
後
に
達
成
感
が
あ
り
ま

し
た
。
ま
た
、
長
年
先
輩
か
ら
受
け
継
が

れ
て
き
た
団
員
同
士
で
教
え
あ
う
こ
と
な

ど
で
『
表
現
力
』
や
『
協
調
性
』
を
身
に

付
け
る
こ
と
が
で
き
、
学
校
生
活
で
も
役

に
立
っ
て
い
ま
す
」
と
話
し
て
く
だ
さ
り

ま
し
た
。

発 見発 見
日野少年少女合唱

団

　歌が大好きな仲間と一緒に歌いませんか？
歌やダンス、ミュージカルなど楽しい体験が
たくさんできます。
　練習の見学はいつでも歓迎です！

少年少女合唱団
ホームページ

◆
問
い
合
わ
せ
先

　
長
寿
福
祉
課
　
地
域
包
括
支
援
担
当

　
☎
0
7
4
8-

5
2-

6
0
0
1

団員募集中

長
寿
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ

お
も
い
で
カ
フ
ェ

「
茶
の
み
処
わ
た
む
き
」

　
コ
ー
ヒ
ー
や
お
茶
を
飲
み
な
が
ら
日
ご
ろ

の
悩
み
や
相
談
、
思
い
出
な
ど
を
語
り
合
え

る
居
場
所
で
す
。

【
と　
き
】	

８
月
６
日
（
水
）

	

10
時
～
11
時
30
分

【
と
こ
ろ
】	

日
野
公
民
館

【
内　
容
】	

ミ
ニ
講
座

「
健
康
に
つ
な
が
る
食
事
！

　
　
健
康
寿
命
を
延
ば
す
た
め
に
」

講
師
：
管
理
栄
養
士　
正ま

さ

川か
わ

規の
り

子こ

氏

【
と　
き
】	

８
月
22
日
（
金
）

　

	

10
時
～
11
時
30
分

【
と
こ
ろ
】	

町
立
図
書
館

【
内　
容
】	�

図
書
館
職
員
に
よ
る

読
み
語
り

体
力
測
定
会

【
と　
き
】	

８
月
28
日
（
木
）

	

９
時
30
分
～
11
時
30
分

【
と
こ
ろ
】	

保
健
セ
ン
タ
ー
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寄付･寄贈のお礼寄付･寄贈のお礼
教
育
振
興
の
た
め
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た

　

6
月
9
日
（
月
）、
株
式
会
社
オ
カ
イ
チ
様
か
ら
、
町

の
教
育
振
興
に
貢
献
し
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
30
万
円
の

寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健

や
か
な
学
び
の
た
め
、
町
内
の
小
中
学
校
に
お
い
て
、
大

切
に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
昨
年
度
は
オ
カ
イ
チ
様
の
ド
ロ
ー
ン
に
よ
り
、
小
学
校

社
会
科
の
郷
土
学
習
資
料
動
画
を
空
撮
し
て
い
た
だ
く
な

ど
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び
の
た
め
、
ご
尽
力
も
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

教
育
振
興
備
品
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　

７
月
２
日
（
水
）、
キ
ノ
ン
ビ
ク
ス
株
式
会
社
様
か

ら
、
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
教
育
振
興
に
貢
献

し
た
い
と
の
思
い
か
ら
「
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
」「
防
水

Bブ

ル

ー

ト

ゥ

ー

ス

l
u
e
t
o
o
t
h
ス
ピ
ー
カ
ー
」「
mマ

イ

ク

ロ

i
c
r
o
S
D

カ
ー
ド
1
2
8
Gギ

ガ
バ
イ
トB」
を
町
内
の
小
中
学
校
に
１
セ
ッ
ト

ず
つ
（
合
計
６
セ
ッ
ト
）
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
　
町
内
の
小
中
学
校
の
授
業
や
諸
行
事
な
ど
で
、
有
効

に
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た

　
5
月
15
日
（
木
）、
湖
東
信
用
金
庫
様
か
ら
、
子
ど
も
た
ち

に
環
境
問
題
へ
の
関
心
を
持
っ
て
も
ら
う
た
め
、
庫
内
で
発

生
し
た
廃
棄
文
書
類
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
つ
く
ら
れ
た
ト
イ

レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
5
0
0
ロ
ー
ル
を
寄
贈
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
各
教
育
施
設
で
大
切
に
使
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

第
43
回
日
野
町
消
防
団
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
大
会

　

７
月
６
日
（
日
）、
日
野
消
防
署
で

消
防
器
具
の
安
全
な
操
作
を
身
に
つ
け

る
こ
と
を
目
的
に
ポ
ン
プ
操
法
訓
練
大

会
を
開
催
し
ま
し
た
。
選
手
の
皆
さ
ん

は
、
団
員
や
ご
家
族
か
ら
の
声
援
を
受

け
、
６
月
上
旬
か
ら
の
訓
練
の
成
果
を

遺い

憾か
ん

な
く
発
揮
さ
れ
、
ど
の
チ
ー
ム
も

見
事
な
操
法
を
披
露
さ
れ
ま
し
た
。
団

員
の
皆
さ
ん
に
は
、
実
際
の
火
災
現
場

で
も
訓
練
の
成
果
を
い
か
し
て
活
動
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

大
会
結
果

□
小
型
ポ
ン
プ
の
部

優
勝　
第
３
分
団
D
チ
ー
ム

奥お
く

村む
ら

亜あ

久ぐ

里り

さ
ん
（
南
比
都
佐
）

山や
ま

添ぞ
え

智さ
と

史し

さ
ん
（
南
比
都
佐
）

田た

中な
か

涼り
ょ
う

太た

さ
ん
（
南
比
都
佐
）

岩い
わ

﨑さ
き

祐ゆ
う

太た

さ
ん
（
必
佐
）

□
ポ
ン
プ
車
の
部

優
勝　
第
３
分
団
26

田た

中な
か

宏ひ
ろ

文ふ
み

さ
ん
（
必
佐
）

池い
け

内う
ち

彩さ

輝き

都と

さ
ん
（
必
佐
）

飯い
い

山や
ま

尚な
お

輝き

さ
ん
（
南
比
都
佐
）

梅う
め

田だ

潤じ
ゅ
ん

一い
ち

さ
ん
（
必
佐
）

山や
ま

本も
と

俊と
し

之ゆ
き

さ
ん
（
必
佐
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
総
務
課
　
総
務
担
当
　
☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
0
0

操法中の様子 ご家族からの声援
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まちのわだい 町ホームページ内でも
町の話題を紹介してい
ますのでぜひご覧く
ださい。

日
野
の
フ
ォ
ト

町ホームページ

「
な
ん
ぴ
っ
子
防
災
通
学
合
宿
」

　
今
年
は
28
名
の
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。
南
比
都

佐
地
区
で
は
、実
際
に
22
時
ま
で
公
民
館
を
断
水
し
、

災
害
時
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
な
ど
の
防
災
学
習
や
、

穴
あ
け
加
工
し

た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
で
の
「
防
災

シ
ャ
ワ
ー
」・

地
域
の
方
に
お

風
呂
を
借
り
る

「
も
ら
い
湯
」

な
ど
の
体
験
も

行
い
ま
し
た
。

「
西
大
路
通
学
合
宿
２
０
２
５
」

　
西
大
路
地
区
で
は
、
夏
季
開
催
の
翌
年
は
冬
季
開

催
に
す
る
な
ど
、
毎
年
内
容
を
工
夫
し
て
柔
軟
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。今
年
は
18
名
の
児
童
に
加
え
、

10
名
の
中
学
生

が
参
加
し
ま
し

た
。
他
学
年
や

地
域
の
方
と
交

流
し
な
が
ら
、

食
事
作
り
や
片

付
け
な
ど
を
協

力
し
て
行
い
ま

し
た
。

　
ど
の
地
区
で
も
児
童
た
ち
が
い
き
い
き
と
楽
し
み

な
が
ら
学
ぶ
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
５
月
23
日
（
金
）、
わ
た
む
き
ホ
ー
ル
虹
で
「
第
１
回

商
人
道
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
、
約
１
２
０
名
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
回
の
テ
ー
マ
は
、「
日
本
の
三
大
商
人
に
学
ぶ

『
商
人
道
』
の
実
践
」
で
す
。
ま
ず
、
一
般
社
団
法
人

1
0
0
年
経
営
研
究
機
構
の
後ご

藤と
う

俊と
し

夫お

さ
ん
の
基
調
講

演
「
時
代
に
求
め
ら
れ
る
日
本
の
『
商
人
道
』」
で
「
商

人
道
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

３
名
の
専
門
家
が
、
三
大
商
人
（
近
江
商
人
・
伊
勢
商

人
・
大
阪
商
人
）
の
事
例
に
つ
い
て
紹
介
を
し
、
日
野

商
人
の
事
例
で
は
、
近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ
と
館
の
岡お

か

井い

健け
ん
じ司
館
長
が
「
近
江
商
人
の
陰い

ん
と
く徳
善ぜ

ん
じ事
」
に
つ
い
て

話
さ
れ
ま
し
た
。
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
3
0
0
年
以
上
の

長
寿
経
営
が
多
い
日
本
に
お
い
て
、「
商
人
道
」
は
「
相

手
へ
の
慮

お
も
ん
ば
かり
」
で
あ
る
と
定
義
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。「
商

人
道
」
を
人
間
の
あ
り
方
そ
の
も
の
で
あ
る
と
捉
え
な

お
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
考
え

を
世
界
へ
発
信
し
て
い
く
機
会
と
し
て
サ
ミ
ッ
ト
の
開

催
を
継
続
す
る
旨
の
宣
言
が
さ
れ
ま
し
た
。

「
第
１
回 

商
人
道
サ
ミ
ッ
ト
」

日
野
町
で
開
催

楽
し
み
な
が
ら
競
い
あ
う

「
第
55
回 

日
野
中
体
育
祭
」

　
６
月
６
日
（
金
）、
晴
天
の
も
と
、
多
数
の
保
護
者
も

見
守
る
中
、
日
野
中
学
校
で
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
勝か

っ

敗ぱ

笑え

美び

戦せ
ん

～
勝
っ
て
も
敗ま

け
て
も
笑
い
な
が
ら
美

し
く
戦
う
！
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
全
校
生
徒

が
赤
・
青
・
黄
・
緑
・
桃
・
紫
の
6
団
に
分
か
れ
て
競

い
あ
い
ま
し
た
。

　
学
年
種
目
の
「
大
縄
跳
び
（
1
・
3
年
）」、「
全
員

リ
レ
ー
（
2
・
3
年
）」、「
玉
入
れ
（
1
・
2
年
）」
の

ほ
か
、
1
人
あ
た
り
1
球
の
み
を
５
秒
以
内
に
投
げ
る

「
団
対
抗
一
球
入
魂
玉
入
れ
」、
第
1
走
者
か
ら
第
8
走

者
ま
で
1
つ
ず
つ
運
ぶ
箱
が
増
え
て
い
く
「
団
対
抗
箱

積
み
リ
レ
ー
」、
6
団
に
加
え
て
先
生
チ
ー
ム
も
参
加
の

「
団
対
抗
リ
レ
ー
」
と
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
競
技
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
体
育
祭
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

生
徒
た
ち
の
一
生
懸
命
な
姿
や
笑

顔
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

「商人道」を「SHONINDO
」

として世界へ発信

していきます

おいしくな～れ
（西桜谷）

給水体験したよ
（東桜谷）

もらい湯後の
楽しい交流時間
（南比都佐）

最終日には
公民館のお掃除
（西大路）

　
6
月
12
日
（
木
）、
わ
た
む
き
ホ
ー
ル
虹
で
「
日
野
町

小
・
中
学
校
音
楽
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
野
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
2
・
3
年
生
の
力
強
い
演

奏
と
1
年
生
の
初
々
し
い
ダ
ン
ス
に
始
ま
り
、
西
大
路

小
学
校
の
3
・
4
年
生
、
南
比
都
佐
小
学
校
の
3
・
4

年
生
、
桜
谷
小
学
校
の
5
・
6
年
生
、
日
野
小
学
校
の

4
年
生
、
必
佐
小
学
校
の
4
年
生
が
そ
れ
ぞ
れ
合
奏
や

合
唱
を
披
露
し
、
日
野
中
学
校
音
楽
部
の
美
し
い
歌
声

で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
児
童
・
生
徒
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
発
表
で
は
一
生

懸
命
に
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、他
校
の
発
表
に
は
し
っ

か
り
耳
を
傾
け
、
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
発
表
を
終
え
た
児
童
に
感
想
を
聞
く
と
「
た
く
さ
ん

の
人
が
見
て
い
て
、
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
た
と
き
は
緊

張
し
た
け
ど
、
始
ま
っ
た
ら
気
に
せ
ず
楽
し
く
演
奏
で

き
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

各
校
の
代
表
が
成
果
を
披
露

「
日
野
町
小・中
学
校
音
楽
会
」

　
6
月
15
日
（
日
）、
日
野
町
町
村
合
併
70
周
年
記
念

「
N
H
K
の
ど
自
慢
」
が
全
国
に
生
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
ゲ

ス
ト
に
市い

ち
か
わ川
由ゆ

き

の
紀
乃
さ
ん
と
純じ

ゅ
ん
れ
つ烈
の
皆
さ
ん
、
ス
ペ
シ
ャ

ル
M
C
に
綾あ

や
せ瀬
は
る
か
さ
ん
を
迎
え
、
N
H
K
の
二に

の
み
や宮
直な

お
き輝

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
司
会
で
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
14
日
（
土
）
の
予
選
を
通
過
し
た
20
組
が
出
場
し
、
合

格
を
め
ざ
し
て
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
会
場
の
お
客
さ
ん
た
ち
は
、
出
場
者
の
思
い
の
こ
も
っ

た
歌
に
合
わ
せ
て
手
拍
子
を
し
た
り
、
歌
い
終
わ
る
と
大

き
な
拍
手
を
送
っ
た
り
し
て
温
か
い
雰
囲
気
で
観
覧
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
近
江
日
野
商
人

の
衣
装
を
身
に

ま
と
っ
た
姿
で
登

場
し
3
世
代
で

「
三
百
六
十
五
歩
の

マ
ー
チ
」
を
歌
っ

た
中
西
さ
ん
家
族

が
特
別
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
記

念
盾
を
8
月
末
ま

で
役
場
1
階
ロ

ビ
ー
で
展
示
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
6
月
19
日
（
木
）
～
21
日
（
土
）
に
東
桜
谷
公
民
館
で

「
さ
く
ら
っ
子
通
学
合
宿
」、
西
桜
谷
公
民
館
で
「
西
桜
谷

地
区
通
学
合
宿
」、
26
日
（
木
）
～
28
日
（
土
）
に
南
比

都
佐
公
民
館
で
「
な
ん
ぴ
っ
子
防
災
通
学
合
宿
」、
西
大

路
公
民
館
で
「
西
大
路
通
学
合
宿
２
０
２
５
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
小
学
校
5
・
6
年
生
を
対
象
と
し
、
子
ど
も

た
ち
の
生
活
力
向
上
や
地
域
と
の
関
わ
り
を
深
め
る
こ
と

な
ど
を
目
的
に
、
地
域
住
民
を
中
心
と
す
る
実
行
委
員
会

に
よ
っ
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
さ
く
ら
っ
子
通
学
合
宿
」・「
西
桜
谷
地
区
通
学
合
宿
」

　
今
年
は
東
桜
谷
地
区
17
名
、
西
桜
谷
地
区
11
名
の
児
童

が
参
加
し
ま
し
た
。
東
桜
谷
地
区
で
は
、
防
災
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
の
使
用
や
か
ま
ど
ベ
ン
チ
で
の
炊
き
出
し
体
験
な

ど
８
つ
の
防
災
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
西
桜
谷
地
区
で

は
、
２
日
間
の
事
前
研
修
で
決
め
た
献
立
の
食
事
作
り
、

銭
湯
で
の
入
浴
な
ど
を
し
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
桜
谷

小
学
校
で
東
西
合
同
の
防
災
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
野
町
町
村
合
併
70
周
年
記
念

「
N
H
K
の
ど
自
慢
」

東
桜
谷
・
西
桜
谷
・
南
比
都
佐
・

西
大
路
地
区「
通
学
合
宿
」

学級や団のみんなと

力を合わせて

がんばりました！

それぞれの持ち味をいかした音色を披露しました♪
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まちのわだい 町ホームページ内でも
町の話題を紹介してい
ますのでぜひご覧く
ださい。

日
野
の
フ
ォ
ト

町ホームページ

「
な
ん
ぴ
っ
子
防
災
通
学
合
宿
」

　
今
年
は
28
名
の
児
童
が
参
加
し
ま
し
た
。
南
比
都

佐
地
区
で
は
、実
際
に
22
時
ま
で
公
民
館
を
断
水
し
、

災
害
時
の
ト
イ
レ
に
つ
い
て
な
ど
の
防
災
学
習
や
、

穴
あ
け
加
工
し

た
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
で
の
「
防
災

シ
ャ
ワ
ー
」・

地
域
の
方
に
お

風
呂
を
借
り
る

「
も
ら
い
湯
」

な
ど
の
体
験
も

行
い
ま
し
た
。

「
西
大
路
通
学
合
宿
２
０
２
５
」

　
西
大
路
地
区
で
は
、
夏
季
開
催
の
翌
年
は
冬
季
開

催
に
す
る
な
ど
、
毎
年
内
容
を
工
夫
し
て
柔
軟
に
取

り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。今
年
は
18
名
の
児
童
に
加
え
、

10
名
の
中
学
生

が
参
加
し
ま
し

た
。
他
学
年
や

地
域
の
方
と
交

流
し
な
が
ら
、

食
事
作
り
や
片

付
け
な
ど
を
協

力
し
て
行
い
ま

し
た
。

　
ど
の
地
区
で
も
児
童
た
ち
が
い
き
い
き
と
楽
し
み

な
が
ら
学
ぶ
姿
が
あ
り
ま
し
た
。

　
５
月
23
日
（
金
）、
わ
た
む
き
ホ
ー
ル
虹
で
「
第
１
回

商
人
道
サ
ミ
ッ
ト
」
が
開
催
さ
れ
、
約
１
２
０
名
が
参

加
さ
れ
ま
し
た
。

　
第
１
回
の
テ
ー
マ
は
、「
日
本
の
三
大
商
人
に
学
ぶ

『
商
人
道
』
の
実
践
」
で
す
。
ま
ず
、
一
般
社
団
法
人

1
0
0
年
経
営
研
究
機
構
の
後ご

藤と
う

俊と
し

夫お

さ
ん
の
基
調
講

演
「
時
代
に
求
め
ら
れ
る
日
本
の
『
商
人
道
』」
で
「
商

人
道
と
は
何
か
」
に
つ
い
て
話
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

３
名
の
専
門
家
が
、
三
大
商
人
（
近
江
商
人
・
伊
勢
商

人
・
大
阪
商
人
）
の
事
例
に
つ
い
て
紹
介
を
し
、
日
野

商
人
の
事
例
で
は
、
近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ
と
館
の
岡お

か

井い

健け
ん
じ司
館
長
が
「
近
江
商
人
の
陰い

ん
と
く徳
善ぜ

ん
じ事
」
に
つ
い
て

話
さ
れ
ま
し
た
。
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、
3
0
0
年
以
上
の

長
寿
経
営
が
多
い
日
本
に
お
い
て
、「
商
人
道
」
は
「
相

手
へ
の
慮

お
も
ん
ば
かり
」
で
あ
る
と
定
義
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。「
商

人
道
」
を
人
間
の
あ
り
方
そ
の
も
の
で
あ
る
と
捉
え
な

お
し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
し
て
、
そ
の
考
え

を
世
界
へ
発
信
し
て
い
く
機
会
と
し
て
サ
ミ
ッ
ト
の
開

催
を
継
続
す
る
旨
の
宣
言
が
さ
れ
ま
し
た
。

「
第
１
回 

商
人
道
サ
ミ
ッ
ト
」

日
野
町
で
開
催

楽
し
み
な
が
ら
競
い
あ
う

「
第
55
回 

日
野
中
体
育
祭
」

　
６
月
６
日
（
金
）、
晴
天
の
も
と
、
多
数
の
保
護
者
も

見
守
る
中
、
日
野
中
学
校
で
体
育
祭
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　「
勝か

っ

敗ぱ

笑え

美び

戦せ
ん

～
勝
っ
て
も
敗ま

け
て
も
笑
い
な
が
ら
美

し
く
戦
う
！
～
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
掲
げ
、
全
校
生
徒

が
赤
・
青
・
黄
・
緑
・
桃
・
紫
の
6
団
に
分
か
れ
て
競

い
あ
い
ま
し
た
。

　
学
年
種
目
の
「
大
縄
跳
び
（
1
・
3
年
）」、「
全
員

リ
レ
ー
（
2
・
3
年
）」、「
玉
入
れ
（
1
・
2
年
）」
の

ほ
か
、
1
人
あ
た
り
1
球
の
み
を
５
秒
以
内
に
投
げ
る

「
団
対
抗
一
球
入
魂
玉
入
れ
」、
第
1
走
者
か
ら
第
8
走

者
ま
で
1
つ
ず
つ
運
ぶ
箱
が
増
え
て
い
く
「
団
対
抗
箱

積
み
リ
レ
ー
」、
6
団
に
加
え
て
先
生
チ
ー
ム
も
参
加
の

「
団
対
抗
リ
レ
ー
」
と
い
っ
た
ユ
ニ
ー
ク
な
競
技
も
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
体
育
祭
は
大
い
に
盛
り
上
が
り
、

生
徒
た
ち
の
一
生
懸
命
な
姿
や
笑

顔
が
た
く
さ
ん
見
ら
れ
ま
し
た
。

「商人道」を「SHONINDO
」

として世界へ発信

していきます

おいしくな～れ
（西桜谷）

給水体験したよ
（東桜谷）

もらい湯後の
楽しい交流時間
（南比都佐）

最終日には
公民館のお掃除
（西大路）

　
6
月
12
日
（
木
）、
わ
た
む
き
ホ
ー
ル
虹
で
「
日
野
町

小
・
中
学
校
音
楽
会
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
日
野
中
学
校
吹
奏
楽
部
の
2
・
3
年
生
の
力
強
い
演

奏
と
1
年
生
の
初
々
し
い
ダ
ン
ス
に
始
ま
り
、
西
大
路

小
学
校
の
3
・
4
年
生
、
南
比
都
佐
小
学
校
の
3
・
4

年
生
、
桜
谷
小
学
校
の
5
・
6
年
生
、
日
野
小
学
校
の

4
年
生
、
必
佐
小
学
校
の
4
年
生
が
そ
れ
ぞ
れ
合
奏
や

合
唱
を
披
露
し
、
日
野
中
学
校
音
楽
部
の
美
し
い
歌
声

で
幕
を
閉
じ
ま
し
た
。

　
児
童
・
生
徒
た
ち
は
、
自
分
た
ち
の
発
表
で
は
一
生

懸
命
に
練
習
の
成
果
を
発
揮
し
、他
校
の
発
表
に
は
し
っ

か
り
耳
を
傾
け
、
拍
手
を
送
っ
て
い
ま
し
た
。

　
発
表
を
終
え
た
児
童
に
感
想
を
聞
く
と
「
た
く
さ
ん

の
人
が
見
て
い
て
、
ス
テ
ー
ジ
に
上
が
っ
た
と
き
は
緊

張
し
た
け
ど
、
始
ま
っ
た
ら
気
に
せ
ず
楽
し
く
演
奏
で

き
た
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

各
校
の
代
表
が
成
果
を
披
露

「
日
野
町
小・中
学
校
音
楽
会
」

　
6
月
15
日
（
日
）、
日
野
町
町
村
合
併
70
周
年
記
念

「
N
H
K
の
ど
自
慢
」
が
全
国
に
生
放
送
さ
れ
ま
し
た
。
ゲ

ス
ト
に
市い

ち
か
わ川
由ゆ

き

の
紀
乃
さ
ん
と
純じ

ゅ
ん
れ
つ烈
の
皆
さ
ん
、
ス
ペ
シ
ャ

ル
M
C
に
綾あ

や
せ瀬
は
る
か
さ
ん
を
迎
え
、
N
H
K
の
二に

の
み
や宮
直な

お
き輝

ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
の
司
会
で
進
行
さ
れ
ま
し
た
。

　
14
日
（
土
）
の
予
選
を
通
過
し
た
20
組
が
出
場
し
、
合

格
を
め
ざ
し
て
歌
声
を
披
露
し
ま
し
た
。

　
会
場
の
お
客
さ
ん
た
ち
は
、
出
場
者
の
思
い
の
こ
も
っ

た
歌
に
合
わ
せ
て
手
拍
子
を
し
た
り
、
歌
い
終
わ
る
と
大

き
な
拍
手
を
送
っ
た
り
し
て
温
か
い
雰
囲
気
で
観
覧
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

　
近
江
日
野
商
人

の
衣
装
を
身
に

ま
と
っ
た
姿
で
登

場
し
3
世
代
で

「
三
百
六
十
五
歩
の

マ
ー
チ
」
を
歌
っ

た
中
西
さ
ん
家
族

が
特
別
賞
を
受
賞

さ
れ
ま
し
た
。
記

念
盾
を
8
月
末
ま

で
役
場
1
階
ロ

ビ
ー
で
展
示
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ

ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
6
月
19
日
（
木
）
～
21
日
（
土
）
に
東
桜
谷
公
民
館
で

「
さ
く
ら
っ
子
通
学
合
宿
」、
西
桜
谷
公
民
館
で
「
西
桜
谷

地
区
通
学
合
宿
」、
26
日
（
木
）
～
28
日
（
土
）
に
南
比

都
佐
公
民
館
で
「
な
ん
ぴ
っ
子
防
災
通
学
合
宿
」、
西
大

路
公
民
館
で
「
西
大
路
通
学
合
宿
２
０
２
５
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　
そ
れ
ぞ
れ
小
学
校
5
・
6
年
生
を
対
象
と
し
、
子
ど
も

た
ち
の
生
活
力
向
上
や
地
域
と
の
関
わ
り
を
深
め
る
こ
と

な
ど
を
目
的
に
、
地
域
住
民
を
中
心
と
す
る
実
行
委
員
会

に
よ
っ
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
さ
く
ら
っ
子
通
学
合
宿
」・「
西
桜
谷
地
区
通
学
合
宿
」

　
今
年
は
東
桜
谷
地
区
17
名
、
西
桜
谷
地
区
11
名
の
児
童

が
参
加
し
ま
し
た
。
東
桜
谷
地
区
で
は
、
防
災
パ
ー
テ
ー

シ
ョ
ン
の
使
用
や
か
ま
ど
ベ
ン
チ
で
の
炊
き
出
し
体
験
な

ど
８
つ
の
防
災
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
西
桜
谷
地
区
で

は
、
２
日
間
の
事
前
研
修
で
決
め
た
献
立
の
食
事
作
り
、

銭
湯
で
の
入
浴
な
ど
を
し
ま
し
た
。
最
終
日
に
は
、
桜
谷

小
学
校
で
東
西
合
同
の
防
災
学
習
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

日
野
町
町
村
合
併
70
周
年
記
念

「
N
H
K
の
ど
自
慢
」

東
桜
谷
・
西
桜
谷
・
南
比
都
佐
・

西
大
路
地
区「
通
学
合
宿
」

学級や団のみんなと

力を合わせて

がんばりました！

それぞれの持ち味をいかした音色を披露しました♪
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国スポまであと２か月！
スポーツのすばらしさを身近に!!

連
載
⑤
国
ス
ポ
を
楽
し
も
う
！「
ひ
の
っ
こ
国
ス
ポ
チ
ャ
レ
ン
ジ
」

　
「
ひ
の
っ
こ
国
ス
ポ
チ
ャ
レ
ン

ジ
」
は
、
町
内
の
小
学
４
～
６
年

生
が
国
ス
ポ
に
関
わ
り
、
仲
間
と

と
も
に
成
長
す
る
こ
と
を
目
的
に

日
野
町
子
ど
も
会
指
導
者
連
絡
協

議
会
が
実
施
し
て
い
る
全
６
回
シ

リ
ー
ズ
の
事
業
で
す
。

　

６
月
22
日
（
日
）
に
は
西
大
路

公
民
館
で
オ
リ
ジ
ナ
ル
応
援
グ
ッ

ズ
を
デ
ザ
イ
ン
し
ま
し
た
。
子
ど

も
た
ち
は
班
ご
と
に
相
談
し
な
が

ら
、
日
野
町
や
国
ス
ポ
な
ら
で
は

の
イ
ラ
ス
ト
な
ど
を
描
き
ま
し
た
。　

完
成
し
た
デ
ザ
イ
ン
は
今
後
ス

テ
ィ
ッ
ク
バ
ル
ー
ン
・
う
ち
わ
・

記
念
品
の
お
菓
子
の
パ
ッ
ケ
ー
ジ

に
な
る
予
定
で
す
。

　

ひ
の
っ
こ
国
ス
ポ
チ
ャ
レ
ン
ジ

で
は
、
今
後
も
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

を
楽
し
ん
だ
り
、
子
ど
も
ス
タ
ッ

フ
と
し
て
国
ス
ポ
当
日
に
活
躍
し

た
り
と
さ
ま
ざ
ま
な
体
験
活
動
を

行
う
予
定
で
す
。
み
ん
な
で
国
ス

ポ
を
楽
し
も
う
！

わ
た
わ
た
S
H
I
G
A

S
H
I
G
A
輝
く
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
開
催
記
念
講
演
会

輝
く
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
開
催
記
念
講
演
会

①
僕
が
野
球
を
通
じ
て
学
ん
だ
こ
と

～
夢・努
力・あ
り
が
と
う
～

【
と　
き
】	

８
月
22
日（
金
）　
19
時
～
20
時
30
分

	

（
開
場
18
時
30
分
）

【
と
こ
ろ
】	

わ
た
む
き
ホ
ー
ル
虹　
大
ホ
ー
ル

【
講　
師
】	

赤あ
か

星ほ
し

憲の
り

広ひ
ろ�

さ
ん

	

（
元
阪
神
タ
イ
ガ
ー
ス
）

※
人
権「
ふ
れ
あ
い
学
習
会
」共
催
事
業

②「
心
」を
磨
い
て
く
れ
た
人
た
ち
と
の
出
会
い

～
想
い
を
積
み
重
ね
た
そ
の
先
に
～

【
と　
き
】	

９
月
10
日（
水
）　
19
時
～
20
時
30
分

	

（
開
場
18
時
30
分
）

【
と
こ
ろ
】	

わ
た
む
き
ホ
ー
ル
虹　
大
ホ
ー
ル

【
講　
師
】	

迫さ
こ

田だ

さ
お
り�

さ
ん

	

（
元
女
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
日
本
代
表
）

入
場
無
料
（
申
し
込
み
は
不
要
で
す
）

　
国
ス
ポ
の
開
催
が
近
づ
い
て
き
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
ア
ス
リ
ー
ト
の
方
々
か

ら
夢
を
持
つ
こ
と
や
、
仲
間
の
大
切
さ
な
ど
に
つ
い
て
お
話
し
い
た
だ
き
ま
す
。

　
ぜ
ひ
ご
来
場
く
だ
さ
い
。

＼
日
野
町
の
国
ス
ポ
／

情
報
は
こ
ち
ら

日野町では
10月4日(土)・5日(日)に

軟式野球競技を開催します

◆
問
い
合
わ
せ
先
　
国
ス
ポ
・
障
ス
ポ
大
会
推
進
室（
生
涯
学
習
課
内
）　
☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
6
6

町ホームページ

こ
の
連
載
で
は

国
ス
ポ
の
魅
力
を
お
届
け
し
ま
す

完成したうちわのデザイン
（裏面のデザインもお楽しみに！）

小学校や学年を越えて
活動を楽しんでいます！
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出展・参加者募集

日野町

文化祭

11
月
８
日
土
～
16
日
日

　
こ
の
秋
も
、
令
和
７
年
度
日
野
町
文
化

祭
を
わ
た
む
き
ホ
ー
ル
虹
で
開
催
し
ま
す
。

　
皆
さ
ん
の
す
ば
ら
し
い
作
品
・
発
表
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ

さ
い
。

募
集
期
間

　
８
月
１
日
（
金
）
～
31
日
（
日
）

　
※
当
日
消
印
有
効

参
加
申
込
方
法

　

申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
の
上
、
実
行

委
員
会
事
務
局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
な
お
、
申
込
書
は
、
わ
た
む
き
ホ
ー
ル

虹
・
図
書
館
・
各
公
民
館
・
教
育
委
員
会
事

務
局
（
生
涯
学
習
課
）
に
あ
り
ま
す
。

開
催
日

●
展
示
の
部

　

11
月
８
日（
土
）～
16
日（
日
）

●
舞
台
発
表
の
部

　

11
月
９
日（
日
）・

15
日（
土
）・
16
日（
日
）

●
文
芸
の
部

　

投
稿
作
品
集
を
文
化
祭
期
間
中
に
配
布
し

ま
す
。

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　
〒
5
2
9-

1
6
0
1

　
日
野
町
松
尾
1
6
6
1

　
日
野
町
文
化
祭
実
行
委
員
会
事
務
局

　（
わ
た
む
き
ホ
ー
ル
虹
内
）

　
☎
0
7
4
8-

5
3-

3
2
3
3

開
催
場
所

・
わ
た
む
き
ホ
ー
ル
虹

参
加
基
準

・�

町
内
に
在
住
･
在
学
･
在
勤
す
る
個
人
、
団
体

・
町
内
に
所
在
す
る
文
化
団
体
の
会
員

※�

展
示
の
部
の
出
展
数
は
、
各
部
門
と
も
原

則
、
１
人
１
点
と
し
ま
す
。

　

�

今
ま
で
に
日
野
町
文
化
祭
に
出
展
さ
れ
た

作
品
は
出
展
で
き
ま
せ
ん
。

※�

舞
台
発
表
の
部
は
、
団
体
の
参
加
と
し
、

発
表
時
間
は
１
団
体
20
分
と
し
ま
す
。

展
示
の
部

部
門●

絵
画
…�

10
号
以
上
50
号
ま
で
。
額
装
す

る
こ
と
。
油
彩
画
・
水
墨
画
・

水
彩
画
・
版
画
・
自
由
。
色
紙

も
額
装
に
限
る
。

●
彫
刻
彫ち

ょ
う

塑そ

…�

縦
･
横
60
㎝
、
高
さ

1
0
0
㎝
以
内

●
写
真
…�

四
つ
切
り
以
上
全
紙
以
内
で
額

装
ま
た
は
枠
装
す
る
こ
と
。

●
書
…�

用
紙
の
大
き
さ
は
、半
切（
縦

1
3
7
㎝
×
横
35
㎝
）以
内
で
あ

れ
ば
大
き
さ
は
自
由（
軸
装・パ
ネ

ル
装・額
装
可
）

●
押
し
花
絵　
●
人
形　

��

●
手
芸

●
陶
芸　
●
木
工　
　
●
七
宝
焼

●
華
道　
●
園
芸　
●
茶
道　
●
そ
の
他

※�

保
育
所・幼
稚
園・学
校
作
品
も
展
示
し
ま
す
。

搬
入
日　
11
月
7
日（
金
）9
時
～
17
時

�

搬
出
日　
11
月
16
日（
日
）15
時
以
降

※
一
部
変
則
に
な
り
ま
す
。

舞
台
発
表
の
部

部
門●

楽
器
演
奏　
●
邦
楽　
●
民
謡

●
詩
吟　
●�

舞
踊　
●
剣け

ん

詩し

舞ぶ

●
江
州
音
頭　
●
謡
曲

●
カ
ラ
オ
ケ　
●
ダ
ン
ス　
●
そ
の
他

文
芸
の
部

部
門●�

短
歌（
１
人
３
首
以
内
）

●�

俳
句（
１
人
３
句
以
内
）

●�

川
柳（
１
人
３
句
以
内
）

※�

短
歌
、俳
句
、川
柳
の
作
品
集
へ
の
掲
載
は

そ
れ
ぞ
れ
１
作
品
ず
つ
と
な
り
ま
す

審
査　
選
者
に
よ
り
審
査
を
行
い
ま
す
。

日
野
町
文
化
祭
期
間
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町内の幼稚園や保育所・こども園、
小・中学校での子どもたちの様子や特色ある
取り組みの内容を紹介していきます。

◆問い合わせ先　子ども支援課　子ども支援担当　☎ 0748-52-6583

◆問い合わせ先　子ども支援課　子ども支援担当　☎ 0748-52-6583

日野幼稚園日野幼稚園

必佐幼稚園必佐幼稚園

児童扶養手当現況届・児童扶養手当現況届・
特別児童扶養手当所得状況届出特別児童扶養手当所得状況届出をを

忘れず提出してください！忘れず提出してください！

　
経
営
者
と
し
て
の
心
構
え
、
経
営
計
画
の
立
て

方
、
販
売
促
進
の
考
え
方
な
ど
幅
広
く
学
習
で
き

ま
す
。

　
創
業
を
お
考
え
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
と
　
　き
】  

10
月
３
日（
金
）・
10
月
７
日（
火
）・
10
月
10
日（
金
）・ 

10
月
14
日（
火
）・
10
月
21
日（
火
）・
10
月
24
日（
金
）・ 

10
月
28
日（
火
）・
10
月
31
日（
金
）の
全
８
回
　 

各
回
18
時
30
分
～
21
時（
２
時
間
30
分
）

【
と 

こ 

ろ
】 

甲
賀
市
ま
ち
づ
く
り
活
動
セ
ン
タ
ー「
ま
る
ー
む
」

　
　
　
　
　 （
甲
賀
市
水
口
町
水
口
６
０
０
９–

１
）

【
参
加
対
象
】 

創
業
を
お
考
え
の
方
、
創
業
後
３
年
以
内
の
方
、

　
　
　
　
　 

特
定
創
業
支
援
事
業
の
施
策
利
用
を
お
考
え
の
方
な
ど

【
定
　
　員
】 

35
名

【
参 

加 

費
】 

５
，
５
０
０
円（
事
前
振
込
制
）

　
　
　
　
　 

※ 

参
加
費
の
納
入
方
法
に
つ
い
て
は
、
申
込
時
の
自
動
返
信
メ
ー

ル
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　 

※
振
込
手
数
料
は
、
受
講
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
申
込
受
付
】 

８
月
１
日（
金
）～
31
日（
日
）

【
申
込
方
法
】 

申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

【
主
　
　催
】 

日
野
町
商
工
会
、
甲
賀
市
商
工
会
、

　
　
　
　
　 

湖
南
市
商
工
会
、
竜
王
町
商
工
会

申込フォーム

対象者には、届出書類を送付していますので、必ず期間内に子ども支援課へ提出してください。

制度名 児童扶養手当 特別児童扶養手当

支給条件

◎ 父母の離婚などにより父または母と生計を
ともにしていない子どもの母または父

◎ 父または母が身体などに重度の障がいがあ
る子どもの母または父

◎  身体や精神に中程度以上の障がいを持って
いる子どもを養育している父もしくは母

◎ 父母にかわってその子どもを養育している方

対象児童 18歳になった最初の３月31日までの児童 身体または精神に中度以上の障がいがある20
歳未満の児童

手当額

全部支給　月額46,690円
一部支給　月額11,010円～46,680円
２人目以降の子ども…
　上記金額に5,520円 ～ 11,030円を加算

子ども１人あたり
　１級(重度)　月額56,800円
　２級(中度)　月額37,830円

所得制限
世帯の所得による制限があります。前年の所得
が一定額以上ある場合は手当の一部または全
部が支給停止となります。

世帯の所得による制限があります。前年の所得
が一定額以上ある場合は手当が支給停止とな
ります。

届出期間 現況届　８月１日（金）～８月29日（金） 所得状況届　８月12日（火）～９月11日(木)

お知らせ　 ひとり親家庭の方を対象に、滋賀県ひとり親家庭福祉推進員が年に数回、県や市町の各種情報を
自宅までお届けする「ひとり親家庭サポートだより」を運用しています。ご希望の方は、子ども支
援課でお申し込みください。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　日
野
町
商
工
会
　☎
0
7
4
8-

5
2-

0
5
1
5

��

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

「
わ
か
り
や
す
い

「
わ
か
り
や
す
い

��

創
業
塾
」

創
業
塾
」

【教育目標】 心豊かで心身ともにたくましい幼児の育成

【教育目標】 わくわく、にこにこ、のびのび遊ぶ必佐っ子の育成

　今年度は、３歳児27名、４歳児23名、５歳児19名、計69名の子どもたちが園生活で学び合っています。

　今年度は、３歳児14名、４歳児22名、５歳児25名の合計61名が通園してい
ます。18時までの預かり保育も行っています。『心動かす経験の中で、仲間と共
に育ち合う必佐っ子』を保育目標に掲げ、言葉やしぐさで自分の思いを伝え合
うことができるよう保育しています。おもしろいこと、楽しいことを発見しなが
ら、主体的に遊び、元気いっぱい園生活が過ごせるように取り組んでいます。

　子どもたちは回りのさまざまな
ことに興味関心をもち、「やってみ
よう！」と心動かし、積極的に関わっ
ていきます。「なにかな？」「触って
みよう！」「一緒にやってみよう！」と
友達を感じながら一緒に楽しい遊
びを見つけていきます。子どもた
ちは体験を通して、さまざまなこと
を感じ、考え、学んでいます。

　預かり保育では、３～５歳児30名が一緒に過ごして
います。異年齢児と共に過ごす中で、助け合ったり自己
発揮したりして、互いに主体的に生きる力を育む機会を
得ています。自分ができる力をみんなのためにいかした
り、自分がしてもらった喜びをため込んだりして、今後
の生きる力につなげていってほしいと願っています。

▼4歳児は、遠足で踏切を通る電車を見まし
た。いつも園舎から見える電車が目の前にあ
り、「すごい！」と大興奮の子どもたちでした。

▲5歳児のお店屋さんに、4歳児3歳児が買い物に行ったり、移動販売のお客さんに
なったりしています。5歳児も、どうすればお客さんが来てくれるか、喜んでくれるか、
友達と一緒に取り組み、一生懸命に考えています。

◀3歳児も4月に入園してから４か月がたち、
すっかり園生活に慣れ、友達や先生と一緒に
楽しく過ごしています。「むっくりくまさん」を
しているところです。
▶５歳児は、遠足で消防署の見学をさせてい
ただきました。大きく長いホースをみんなで
持たせてもらい、重さや水圧を感じました。
消防士さんたちのお仕事の大変さに触れ、
感謝の気持ちが育ったことでしょう。

　地域の行事やさまざまな活動体験から
遊びや生活が豊かなものになっています。

仲間と共に育ち合う子をめざして
見て！ やってみよう 楽しいな

さまざまな経験の中で育ち合う

遊びを通して育ち合う仲間

ピ
タ
ッ
と
止
ま
っ
て
、一

本
足
で
立
つ
の
っ
て
難

し
い
な
。集
中
、集
中
！

こ
の
お
花
、ち
ょ
う

だ
い
。お
い
し
い
ご

ち
そ
う
作
る
ね

いろいろな雛人形がいて、かわいいね

「これ、なんて読むの？」
「○○だよ。一緒に読もうか」

「見て見て！」
「わぁ、かわいい♡さわらせて」よし、水が流

れていくか
試してみよう

よいしょ、
よいしょ。
みんなで
うごかそう
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町内の幼稚園や保育所・こども園、
小・中学校での子どもたちの様子や特色ある
取り組みの内容を紹介していきます。

◆問い合わせ先　子ども支援課　子ども支援担当　☎ 0748-52-6583

◆問い合わせ先　子ども支援課　子ども支援担当　☎ 0748-52-6583

日野幼稚園日野幼稚園

必佐幼稚園必佐幼稚園

児童扶養手当現況届・児童扶養手当現況届・
特別児童扶養手当所得状況届出特別児童扶養手当所得状況届出をを

忘れず提出してください！忘れず提出してください！

　
経
営
者
と
し
て
の
心
構
え
、
経
営
計
画
の
立
て

方
、
販
売
促
進
の
考
え
方
な
ど
幅
広
く
学
習
で
き

ま
す
。

　
創
業
を
お
考
え
の
方
は
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

【
と
　
　き
】  

10
月
３
日（
金
）・
10
月
７
日（
火
）・
10
月
10
日（
金
）・ 

10
月
14
日（
火
）・
10
月
21
日（
火
）・
10
月
24
日（
金
）・ 

10
月
28
日（
火
）・
10
月
31
日（
金
）の
全
８
回
　 

各
回
18
時
30
分
～
21
時（
２
時
間
30
分
）

【
と 

こ 

ろ
】 

甲
賀
市
ま
ち
づ
く
り
活
動
セ
ン
タ
ー「
ま
る
ー
む
」

　
　
　
　
　 （
甲
賀
市
水
口
町
水
口
６
０
０
９–

１
）

【
参
加
対
象
】 

創
業
を
お
考
え
の
方
、
創
業
後
３
年
以
内
の
方
、

　
　
　
　
　 

特
定
創
業
支
援
事
業
の
施
策
利
用
を
お
考
え
の
方
な
ど

【
定
　
　員
】 

35
名

【
参 

加 

費
】 

５
，
５
０
０
円（
事
前
振
込
制
）

　
　
　
　
　 

※ 

参
加
費
の
納
入
方
法
に
つ
い
て
は
、
申
込
時
の
自
動
返
信
メ
ー

ル
に
て
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　
　
　
　
　 

※
振
込
手
数
料
は
、
受
講
者
負
担
と
な
り
ま
す
。

【
申
込
受
付
】 

８
月
１
日（
金
）～
31
日（
日
）

【
申
込
方
法
】 

申
込
フ
ォ
ー
ム
か
ら
お
申
し
込
み
下
さ
い
。

【
主
　
　催
】 

日
野
町
商
工
会
、
甲
賀
市
商
工
会
、

　
　
　
　
　 

湖
南
市
商
工
会
、
竜
王
町
商
工
会

申込フォーム

対象者には、届出書類を送付していますので、必ず期間内に子ども支援課へ提出してください。

制度名 児童扶養手当 特別児童扶養手当

支給条件

◎ 父母の離婚などにより父または母と生計を
ともにしていない子どもの母または父

◎ 父または母が身体などに重度の障がいがあ
る子どもの母または父

◎  身体や精神に中程度以上の障がいを持って
いる子どもを養育している父もしくは母

◎ 父母にかわってその子どもを養育している方

対象児童 18歳になった最初の３月31日までの児童 身体または精神に中度以上の障がいがある20
歳未満の児童

手当額

全部支給　月額46,690円
一部支給　月額11,010円～46,680円
２人目以降の子ども…
　上記金額に5,520円 ～ 11,030円を加算

子ども１人あたり
　１級(重度)　月額56,800円
　２級(中度)　月額37,830円

所得制限
世帯の所得による制限があります。前年の所得
が一定額以上ある場合は手当の一部または全
部が支給停止となります。

世帯の所得による制限があります。前年の所得
が一定額以上ある場合は手当が支給停止とな
ります。

届出期間 現況届　８月１日（金）～８月29日（金） 所得状況届　８月12日（火）～９月11日(木)

お知らせ　 ひとり親家庭の方を対象に、滋賀県ひとり親家庭福祉推進員が年に数回、県や市町の各種情報を
自宅までお届けする「ひとり親家庭サポートだより」を運用しています。ご希望の方は、子ども支
援課でお申し込みください。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　日
野
町
商
工
会
　☎
0
7
4
8-

5
2-

0
5
1
5

��

参
加
者
募
集

参
加
者
募
集

「
わ
か
り
や
す
い

「
わ
か
り
や
す
い

��

創
業
塾
」

創
業
塾
」

【教育目標】 心豊かで心身ともにたくましい幼児の育成

【教育目標】 わくわく、にこにこ、のびのび遊ぶ必佐っ子の育成

　今年度は、３歳児27名、４歳児23名、５歳児19名、計69名の子どもたちが園生活で学び合っています。

　今年度は、３歳児14名、４歳児22名、５歳児25名の合計61名が通園してい
ます。18時までの預かり保育も行っています。『心動かす経験の中で、仲間と共
に育ち合う必佐っ子』を保育目標に掲げ、言葉やしぐさで自分の思いを伝え合
うことができるよう保育しています。おもしろいこと、楽しいことを発見しなが
ら、主体的に遊び、元気いっぱい園生活が過ごせるように取り組んでいます。

　子どもたちは回りのさまざまな
ことに興味関心をもち、「やってみ
よう！」と心動かし、積極的に関わっ
ていきます。「なにかな？」「触って
みよう！」「一緒にやってみよう！」と
友達を感じながら一緒に楽しい遊
びを見つけていきます。子どもた
ちは体験を通して、さまざまなこと
を感じ、考え、学んでいます。

　預かり保育では、３～５歳児30名が一緒に過ごして
います。異年齢児と共に過ごす中で、助け合ったり自己
発揮したりして、互いに主体的に生きる力を育む機会を
得ています。自分ができる力をみんなのためにいかした
り、自分がしてもらった喜びをため込んだりして、今後
の生きる力につなげていってほしいと願っています。

▼4歳児は、遠足で踏切を通る電車を見まし
た。いつも園舎から見える電車が目の前にあ
り、「すごい！」と大興奮の子どもたちでした。

▲5歳児のお店屋さんに、4歳児3歳児が買い物に行ったり、移動販売のお客さんに
なったりしています。5歳児も、どうすればお客さんが来てくれるか、喜んでくれるか、
友達と一緒に取り組み、一生懸命に考えています。

◀3歳児も4月に入園してから４か月がたち、
すっかり園生活に慣れ、友達や先生と一緒に
楽しく過ごしています。「むっくりくまさん」を
しているところです。
▶５歳児は、遠足で消防署の見学をさせてい
ただきました。大きく長いホースをみんなで
持たせてもらい、重さや水圧を感じました。
消防士さんたちのお仕事の大変さに触れ、
感謝の気持ちが育ったことでしょう。

　地域の行事やさまざまな活動体験から
遊びや生活が豊かなものになっています。

仲間と共に育ち合う子をめざして
見て！ やってみよう 楽しいな

さまざまな経験の中で育ち合う

遊びを通して育ち合う仲間

ピ
タ
ッ
と
止
ま
っ
て
、一

本
足
で
立
つ
の
っ
て
難

し
い
な
。集
中
、集
中
！

こ
の
お
花
、ち
ょ
う

だ
い
。お
い
し
い
ご

ち
そ
う
作
る
ね

いろいろな雛人形がいて、かわいいね

「これ、なんて読むの？」
「○○だよ。一緒に読もうか」

「見て見て！」
「わぁ、かわいい♡さわらせて」よし、水が流

れていくか
試してみよう

よいしょ、
よいしょ。
みんなで
うごかそう
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マ
イ
ナ
保
険
証
や
お
薬
手
帳
を
お
持

ち
で
す
か
。
そ
れ
ら
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
薬
の
重
複
や
飲
み
合
わ
せ
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
、
医
療
費
の
削
減
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　○ 

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
薬
手
帳
と
し
て

活
用
で
き
ま
す

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す
る
と
、
患

者
の
同
意
を
得
た
う
え
で
医
療
機
関
・

薬
局
が
患
者
の
薬
剤
情
報
、
特
定
健
診

情
報
の
閲
覧
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
ご
自
身

で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
使

え
る
電
子
版
お
薬
手
帳
も
あ
り
ま
す
。

対
応
し
て
い
る
ア
プ
リ
が
薬
局
ご
と
に

違
う
た
め
、
利
用
し
て
い
る
薬
局
で
確

認
が
必
要
で
す
。
な
お
、
電
子
版
を
使

う
場
合
で
も
、
紙
の
お
薬
手
帳
も
提
示

し
ま
し
ょ
う
。

○
な
ぜ
必
要
な
の
か

　
マ
イ
ナ
保
険
証
や
お
薬
手
帳
に
記
録

さ
れ
た
情
報
は
、
医
療
機
関
や
薬
局
で

薬
を
処
方
す
る
と
き
の
参
考
に
な
り
ま

す
。
服
用
し
て
い
る
薬
と
の
飲
み
合
わ

せ
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
過
去
に
か
か
っ
た

病
気
に
よ
る
副
作
用
な
ど
を
確
認
で
き

ま
す
。
ま
た
、
市
販
薬
や
サ
プ
リ
メ
ン

ト
の
服
用
に
つ
い
て
も
記
録
し
て
お
く

と
便
利
で
す
。
医
療
機
関
や
薬
局
な
ど

で
薬
を
も
ら
う
と
き
に
必
ず
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
紙
の
お
薬
手
帳
に
つ
い
て
は
、

安
全
に
薬
を
服
用
す
る
た
め
に
も
、
１

冊
に
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

○
万
が
一
の
備
え
と
し
て

　
緊
急
時
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関

以
外
で
受
診
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場

合
な
ど
に
役
立
ち
ま
す
。
ま
た
、
常
に

持
ち
歩
く
こ
と
で
自
分
が
飲
ん
で
い
る

薬
の
情
報
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
、
治
療
が
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
ら
れ
ま

す
。

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

み
ん
な
で
支
え
あ
う

マ
イ
ナ
保
険
証・お
薬
手
帳
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

年 月 日

年 月 日

年 月 日

国民健康保険
被 保 険 者 証

有効期限

記号 番号 （枝番）

性別生年月日

世帯主
住所

交付年月日
保険者番号

適 用 開 始
年　月　日

氏
名

０　０　０　０　０　０

0000000

氏名

住所

個人番号
カード

年 月 日

年 月 日

年 月 日まで有効
電子証明書
の有効期限

生

お く す り 手 帳

様
おなまえ

年　　　月　　　日～

マイナ保険証
（マイナンバーカードの健康保険証利用）

健康保険証 お薬手帳

◆
問
い
合
わ
せ
先
　住
民
課
　保
険
年
金
担
当
　☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
8
4

◆
問
い
合
わ
せ
先
　福
祉
保
健
課
　保
健
担
当
　☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
7
4

　
胃
が
ん
は
50
歳
代
以
降
に
か
か
る
人
が
多
い

が
ん
で
す
。
早
期
の
胃
が
ん
は
自
覚
症
状
が
現

れ
に
く
く
気
づ
き
に
く
い
傾
向
が
あ
る
た
め
、

対
象
に
な
る
方
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た

め
に
も
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

胃
内
視
鏡
検
査
の
特
徴
　
口
ま
た
は
鼻
か

ら
胃
の
中
に
内
視
鏡
を
挿
入
し
、
胃
の
内
部

を
検
査
し
ま
す
。
検
査
中
、
疑
わ
し
い
病
変

が
あ
れ
ば
そ
の
組
織
を
採
取
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
胃
に
加
え
て
、
食
道
、
十
二
指

腸
の
幅
広
い
疾
患
を
発
見
で
き
ま
す
。

● 

対
象
に
な
る
方

　 

町
内
在
住
の
50
歳
以
上
の
方（
令
和
８
年
４
月

１
日
時
点
）

※ 

た
だ
し
、次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま

る
場
合
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
福

祉
保
健
課
保
健
担
当
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

① 

令
和
６
年
度
に
日
野
町
の
胃
内
視
鏡
検
査
を

受
け
た
方（
２
年
に
１
回
の
検
査
に
な
り
ま
す
）

② 

胃
に
何
ら
か
の
症
状
が
あ
る
方
や
、
定
期
的

に
主
治
医
の
治
療
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方

③ 

そ
の
他
、
内
視
鏡
検
査
の
実
施
が
難
し
い
方

（
血
圧
が
極
め
て
高
い
、
出
血
傾
向
が
あ
る
、

全
身
状
態
が
悪
い
な
ど
）

●
費
用
　
50
～
69
歳
　
４
，
０
０
０
円

　
　
　
　
70
歳
以
上
　
無
料

●
実
施
機
関

　
日
野
記
念
病
院（
日
野
町
上
野
田
２
０
０
ー
１
）

●
検
診
日

　
第
２
・
第
４
水
曜
日（
１
日
２
枠
）

●
注
意
事
項

・ 
検
診
は
２
年
に
１
回
受
診
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
今
年
度
の
胃
内
視
鏡
検
査
を
受

診
さ
れ
た
方
は
、
翌
年
度
は
日
野
町
の
胃
が

ん
検
診（
胃
内
視
鏡
検
査
・
バ
リ
ウ
ム
検
査
）

は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

・ 

検
査
を
口
ま
た
は
鼻
か
ら
行
う
か
は
ご
自
身

で
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
が
、
体
の
状
態
に

よ
っ
て
は
選
択
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・ 

麻
酔
は
局
所
麻
酔
の
み
に
な
り
ま
す
。
鎮
静

剤
の
使
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
方
法

　
福
祉
保
健
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

検
診
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
か
の
確
認
を
行
い

ま
す
。

※ 

予
約
状
況
に
よ
り
、
受
診
い
た
だ
け
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

胃
が
ん
検
診

　
　
　
　
　

（
胃
内
視
鏡
検
査
）の
ご
案
内

日
野
町
古
地
図
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を

 
開
設
し
ま
し
た

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
、
日
野
町
古
地
図
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
開

設
し
、
日
野
町
の
古
地
図（
地
籍
図（
全
図
）、
地
籍
図（
字
限
図
）、
絵
図
）の

電
子
デ
ー
タ
を
公
開
し
ま
し
た
。

　
地
籍
図（
全
図
）は
、
明
治
期
か
ら
昭
和
初
期
ご
ろ
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た

集
落
全
体（
大
字
）の
地
図
で
す
。
地
籍
図（
字
限
図
）は
、
大
正
期
か
ら
昭
和

初
期
ご
ろ
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た
小
字
の
地
図
で
す
。

絵
図
は
、
日
野
町
の
山
や
集
落
な
ど
が
記
さ
れ
た
地
図

で
、
彩
色
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
古
地
図
は
、日
野
町
古
地
図
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

の
利
用
規
約
に
同
意
す
る
こ
と
で
、
自
由
に
閲
覧
・
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
地
域
学
習
や
歴
史
調
査
、
土

地
調
査
、
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
、
学
術
研
究
な
ど
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　

　税
務
課
　固
定
資
産
税
担
当�

☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
7
2

　近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ
と
館「
旧 

山
中
正
吉
邸
」
　

　

�

☎
0
7
4
8-

5
2-

0
0
0
8

日
野
町
古
地
図

デ
ジ
タ
ル

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

近江国蒲生郡十禅師村地引全図
（地券取調総絵図）

　町では、日野町環境基本計画「みんなで取り組むプロジェクト」の一環として、身近な自然や動植物と　町では、日野町環境基本計画「みんなで取り組むプロジェクト」の一環として、身近な自然や動植物と
触れ合う機会づくりと生物多様性の見える化に取り組んでいます。触れ合う機会づくりと生物多様性の見える化に取り組んでいます。
　現在、いきものコレクションアプリ「　現在、いきものコレクションアプリ「BB

バイオームバイオーム

iomeiome」を活用し、町内の身近ないきものを探すイベント「近江」を活用し、町内の身近ないきものを探すイベント「近江
日野いきものクエスト」を開催しています。今年の夏はぜひ、楽しみながら町内の身近な自然に触れて日野いきものクエスト」を開催しています。今年の夏はぜひ、楽しみながら町内の身近な自然に触れて
みてください。みてください。

【期間】 令和7年9月30日（火）まで
【対象】 どなたでも(町外の方も参加可)　
※アプリ内のイベントです。
※参加には「Biome」アプリのダウンロードが必要です。
※ 集めたいきものの情報は、町内の生物多様性の保全

にも活用します。

■「Biome」について■「Biome」について
株式会社バイオームが開発・運営を行う、無料(通信株式会社バイオームが開発・運営を行う、無料(通信
料は自己負担)のいきものコレクションアプリです。料は自己負担)のいきものコレクションアプリです。
撮影したいきものの種類を独自の特許技術であるAIと撮影したいきものの種類を独自の特許技術であるAIと
10万種を超えるデータベースから判別し、コレクショ10万種を超えるデータベースから判別し、コレクショ
ンすることができます。多くのいきものを投稿し、分ンすることができます。多くのいきものを投稿し、分
布データを収集·整理することで、生物多様性の保全の布データを収集·整理することで、生物多様性の保全の
手助けをすることにつながります。手助けをすることにつながります。

◆問い合わせ先　交通環境政策課　環境政策担当　☎ 0748-52-6578

にに挑戦挑戦しようしよう！！日野町日野町ののいきもの探しいきもの探し

iPhoneの方 Androidの方
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マ
イ
ナ
保
険
証
や
お
薬
手
帳
を
お
持

ち
で
す
か
。
そ
れ
ら
を
活
用
す
る
こ
と

で
、
薬
の
重
複
や
飲
み
合
わ
せ
に
よ
る

ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぎ
、
医
療
費
の
削
減
に

も
つ
な
が
り
ま
す
。

　○ 

マ
イ
ナ
保
険
証
を
お
薬
手
帳
と
し
て

活
用
で
き
ま
す

　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
利
用
す
る
と
、
患

者
の
同
意
を
得
た
う
え
で
医
療
機
関
・

薬
局
が
患
者
の
薬
剤
情
報
、
特
定
健
診

情
報
の
閲
覧
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。
マ
イ
ナ
ポ
ー
タ
ル
か
ら
ご
自
身

で
も
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
ま
た
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
な
ど
で
使

え
る
電
子
版
お
薬
手
帳
も
あ
り
ま
す
。

対
応
し
て
い
る
ア
プ
リ
が
薬
局
ご
と
に

違
う
た
め
、
利
用
し
て
い
る
薬
局
で
確

認
が
必
要
で
す
。
な
お
、
電
子
版
を
使

う
場
合
で
も
、
紙
の
お
薬
手
帳
も
提
示

し
ま
し
ょ
う
。

○
な
ぜ
必
要
な
の
か

　
マ
イ
ナ
保
険
証
や
お
薬
手
帳
に
記
録

さ
れ
た
情
報
は
、
医
療
機
関
や
薬
局
で

薬
を
処
方
す
る
と
き
の
参
考
に
な
り
ま

す
。
服
用
し
て
い
る
薬
と
の
飲
み
合
わ

せ
、
ア
レ
ル
ギ
ー
や
過
去
に
か
か
っ
た

病
気
に
よ
る
副
作
用
な
ど
を
確
認
で
き

ま
す
。
ま
た
、
市
販
薬
や
サ
プ
リ
メ
ン

ト
の
服
用
に
つ
い
て
も
記
録
し
て
お
く

と
便
利
で
す
。
医
療
機
関
や
薬
局
な
ど

で
薬
を
も
ら
う
と
き
に
必
ず
提
示
し
て

く
だ
さ
い
。

　
な
お
、
紙
の
お
薬
手
帳
に
つ
い
て
は
、

安
全
に
薬
を
服
用
す
る
た
め
に
も
、
１

冊
に
ま
と
め
ま
し
ょ
う
。

○
万
が
一
の
備
え
と
し
て

　
緊
急
時
、
か
か
り
つ
け
の
医
療
機
関

以
外
で
受
診
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
場

合
な
ど
に
役
立
ち
ま
す
。
ま
た
、
常
に

持
ち
歩
く
こ
と
で
自
分
が
飲
ん
で
い
る

薬
の
情
報
を
正
確
に
伝
え
る
こ
と
が
で

き
、
治
療
が
ス
ム
ー
ズ
に
受
け
ら
れ
ま

す
。

国
民
健
康
保
険

国
民
健
康
保
険

み
ん
な
で
支
え
あ
う

マ
イ
ナ
保
険
証・お
薬
手
帳
を
活
用
し
ま
し
ょ
う

年 月 日

年 月 日

年 月 日

国民健康保険
被 保 険 者 証

有効期限

記号 番号 （枝番）

性別生年月日

世帯主
住所

交付年月日
保険者番号

適 用 開 始
年　月　日

氏
名

０　０　０　０　０　０

0000000

氏名

住所

個人番号
カード

年 月 日

年 月 日

年 月 日まで有効
電子証明書
の有効期限

生

お く す り 手 帳

様
おなまえ

年　　　月　　　日～

マイナ保険証
（マイナンバーカードの健康保険証利用）

健康保険証 お薬手帳

◆
問
い
合
わ
せ
先
　住
民
課
　保
険
年
金
担
当
　☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
8
4

◆
問
い
合
わ
せ
先
　福
祉
保
健
課
　保
健
担
当
　☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
7
4

　
胃
が
ん
は
50
歳
代
以
降
に
か
か
る
人
が
多
い

が
ん
で
す
。
早
期
の
胃
が
ん
は
自
覚
症
状
が
現

れ
に
く
く
気
づ
き
に
く
い
傾
向
が
あ
る
た
め
、

対
象
に
な
る
方
は
早
期
発
見
・
早
期
治
療
の
た

め
に
も
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

胃
内
視
鏡
検
査
の
特
徴
　
口
ま
た
は
鼻
か

ら
胃
の
中
に
内
視
鏡
を
挿
入
し
、
胃
の
内
部

を
検
査
し
ま
す
。
検
査
中
、
疑
わ
し
い
病
変

が
あ
れ
ば
そ
の
組
織
を
採
取
す
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
胃
に
加
え
て
、
食
道
、
十
二
指

腸
の
幅
広
い
疾
患
を
発
見
で
き
ま
す
。

● 

対
象
に
な
る
方

　 

町
内
在
住
の
50
歳
以
上
の
方（
令
和
８
年
４
月

１
日
時
点
）

※ 

た
だ
し
、次
の
①
～
③
の
い
ず
れ
か
に
あ
て
は
ま

る
場
合
は
対
象
外
に
な
り
ま
す
。詳
し
く
は
福

祉
保
健
課
保
健
担
当
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

① 

令
和
６
年
度
に
日
野
町
の
胃
内
視
鏡
検
査
を

受
け
た
方（
２
年
に
１
回
の
検
査
に
な
り
ま
す
）

② 

胃
に
何
ら
か
の
症
状
が
あ
る
方
や
、
定
期
的

に
主
治
医
の
治
療
を
受
け
て
お
ら
れ
る
方

③ 

そ
の
他
、
内
視
鏡
検
査
の
実
施
が
難
し
い
方

（
血
圧
が
極
め
て
高
い
、
出
血
傾
向
が
あ
る
、

全
身
状
態
が
悪
い
な
ど
）

●
費
用
　
50
～
69
歳
　
４
，
０
０
０
円

　
　
　
　
70
歳
以
上
　
無
料

●
実
施
機
関

　
日
野
記
念
病
院（
日
野
町
上
野
田
２
０
０
ー
１
）

●
検
診
日

　
第
２
・
第
４
水
曜
日（
１
日
２
枠
）

●
注
意
事
項

・ 

検
診
は
２
年
に
１
回
受
診
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
す
。
今
年
度
の
胃
内
視
鏡
検
査
を
受

診
さ
れ
た
方
は
、
翌
年
度
は
日
野
町
の
胃
が

ん
検
診（
胃
内
視
鏡
検
査
・
バ
リ
ウ
ム
検
査
）

は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

・ 

検
査
を
口
ま
た
は
鼻
か
ら
行
う
か
は
ご
自
身

で
お
選
び
い
た
だ
け
ま
す
が
、
体
の
状
態
に

よ
っ
て
は
選
択
で
き
な
い
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

・ 

麻
酔
は
局
所
麻
酔
の
み
に
な
り
ま
す
。
鎮
静

剤
の
使
用
は
あ
り
ま
せ
ん
。

●
申
し
込
み
方
法

　
福
祉
保
健
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

検
診
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
か
の
確
認
を
行
い

ま
す
。

※ 

予
約
状
況
に
よ
り
、
受
診
い
た
だ
け
な
い
場

合
が
あ
り
ま
す
。

胃
が
ん
検
診

　
　
　
　
　

（
胃
内
視
鏡
検
査
）の
ご
案
内

日
野
町
古
地
図
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を

 

開
設
し
ま
し
た

　
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
内
に
、
日
野
町
古
地
図
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
を
開

設
し
、
日
野
町
の
古
地
図（
地
籍
図（
全
図
）、
地
籍
図（
字
限
図
）、
絵
図
）の

電
子
デ
ー
タ
を
公
開
し
ま
し
た
。

　
地
籍
図（
全
図
）は
、
明
治
期
か
ら
昭
和
初
期
ご
ろ
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た

集
落
全
体（
大
字
）の
地
図
で
す
。
地
籍
図（
字
限
図
）は
、
大
正
期
か
ら
昭
和

初
期
ご
ろ
に
か
け
て
作
成
さ
れ
た
小
字
の
地
図
で
す
。

絵
図
は
、
日
野
町
の
山
や
集
落
な
ど
が
記
さ
れ
た
地
図

で
、
彩
色
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
古
地
図
は
、日
野
町
古
地
図
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

の
利
用
規
約
に
同
意
す
る
こ
と
で
、
自
由
に
閲
覧
・
ダ

ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。
地
域
学
習
や
歴
史
調
査
、
土

地
調
査
、
ま
ち
づ
く
り
や
観
光
、
学
術
研
究
な
ど
に
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　

　税
務
課
　固
定
資
産
税
担
当�

☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
7
2

　近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ
と
館「
旧 

山
中
正
吉
邸
」
　

　

�

☎
0
7
4
8-

5
2-

0
0
0
8

日
野
町
古
地
図

デ
ジ
タ
ル

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

（
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

近江国蒲生郡十禅師村地引全図
（地券取調総絵図）

　町では、日野町環境基本計画「みんなで取り組むプロジェクト」の一環として、身近な自然や動植物と　町では、日野町環境基本計画「みんなで取り組むプロジェクト」の一環として、身近な自然や動植物と
触れ合う機会づくりと生物多様性の見える化に取り組んでいます。触れ合う機会づくりと生物多様性の見える化に取り組んでいます。
　現在、いきものコレクションアプリ「　現在、いきものコレクションアプリ「BB

バイオームバイオーム

iomeiome」を活用し、町内の身近ないきものを探すイベント「近江」を活用し、町内の身近ないきものを探すイベント「近江
日野いきものクエスト」を開催しています。今年の夏はぜひ、楽しみながら町内の身近な自然に触れて日野いきものクエスト」を開催しています。今年の夏はぜひ、楽しみながら町内の身近な自然に触れて
みてください。みてください。

【期間】 令和7年9月30日（火）まで
【対象】 どなたでも(町外の方も参加可)　
※アプリ内のイベントです。
※参加には「Biome」アプリのダウンロードが必要です。
※ 集めたいきものの情報は、町内の生物多様性の保全

にも活用します。

■「Biome」について■「Biome」について
株式会社バイオームが開発・運営を行う、無料(通信株式会社バイオームが開発・運営を行う、無料(通信
料は自己負担)のいきものコレクションアプリです。料は自己負担)のいきものコレクションアプリです。
撮影したいきものの種類を独自の特許技術であるAIと撮影したいきものの種類を独自の特許技術であるAIと
10万種を超えるデータベースから判別し、コレクショ10万種を超えるデータベースから判別し、コレクショ
ンすることができます。多くのいきものを投稿し、分ンすることができます。多くのいきものを投稿し、分
布データを収集·整理することで、生物多様性の保全の布データを収集·整理することで、生物多様性の保全の
手助けをすることにつながります。手助けをすることにつながります。

◆問い合わせ先　交通環境政策課　環境政策担当　☎ 0748-52-6578

にに挑戦挑戦しようしよう！！日野町日野町ののいきもの探しいきもの探し

iPhoneの方 Androidの方

15 14広報ひの　2025.08 2025.08　広報ひの



日
野
歴
史
探
訪

　
私
た
ち
の
住
む
日
野
町
に
は
、
52
の
大
字
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
が
豊
か
な
自
然
と
歴
史
文
化
で
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
温
故
知
新
で
は
、
町
内
各
大
字
の
歴
史
と
代
表
的
な
文
化
財
を
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ
と
館「
旧
山
中
正
吉
邸
」
　☎
0
7
4
8-

5
2-

0
0
0
8

大
字
蔵ざ

王お

う

　
日
野
町
の
東
、
日
野
谷
の
平
地
と
綿
向
山

に
連
な
る
山
地
の
境
に
位
置
す
る
大
字
蔵
王

は
、
明
治
22
（
１
８
８
９
）
年
の
町
村
合
併

に
伴
っ
て
成
立
し
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
は
異
な
る
村
と
し
て
北
蔵
王

村
と
南
蔵
王
村
に
分
か
れ
、
領
主
も
そ
れ
ぞ

れ
別
に
推
移
し
、
明
治
時
代
を
迎
え
て
い
ま

す
。
そ
の
領
域
は
、
日
野
川
の
源
流
が
山
地

に
入
る
袋
状
の
谷
間
に
ま
と
ま
っ
て
い
て
、

村
の
形
か
ら
も
元
は
一
つ
の
村
で
あ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
（『
滋
賀
県
の
地
名
』）。

金き

ん

峯ぷ

神じ

ん

社じ

ゃ

と
修し

ゅ

験げ

ん

　
蔵
王
と
い
う
地
名
は
、
金
峯
神
社
（
蔵ざ

王お
う

権ご
ん

現げ
ん

社し
ゃ

）
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

金
峯
神
社
は
、
綿
向
山
修
験
に
関
連
し
、
延え

ん

慶き
ょ
う

元
（
１
３
０
８
）
年
に
吉
野
・
大お

お

峰み
ね

地
域

の
修
験
の
本
山
で
あ
る
金き

ん

峯ぷ

山せ
ん

寺じ

〈
奈
良
県

吉
野
町
〉
で
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
蔵
王
大
権
現

の
分ぶ

ん

霊れ
い

を
勧か

ん

請じ
ょ
うし
た
も
の
と
伝
わ
り
ま
す

（「
近お

う
み江
與よ

地ち

志し

略り
ゃ
く」）。

　
綿
向
山
修
験
が
盛
ん
で
あ
っ
た
中
世
に
は
、

大
字
熊
野
や
大
字
西
明
寺
と
と
も
に
北
蔵
王

村
の
金
峯
神
社
が
山
岳
信
仰
の
拠
点
と
し
て

広
く
信
仰
を
集
め
た
と
い
い
ま
す
。

　
ま
た
、
古
く
は
蔵
王
堂
と
も
称
さ
れ
た
金

峯
神
社
は
、
15
世
紀
末
に
蒲が

も
う生
貞さ

だ

秀ひ
で

が
音
羽

城
に
居
城
を
移
し
た
後
は
、
音
羽
城
に
関
連

す
る
軍
事
的
な
役
割
を
も
つ
拠
点
で
あ
っ
た

と
も
考
え
ら
れ
、
蒲
生
家
と
の
結
び
つ
き
を

深
め
た
よ
う
で
す
。

　
文ぶ

ん

亀き

３
（
１
５
０
３
）
年
の
音
羽
城
合
戦

で
は
、
４
月
21
日
に
蔵
王
堂
に
も
兵へ

い

火か

が
放

た
れ
た
（「
馬
見
岡
綿
向
神
社
文
書
」）
と
の

記
録
も
あ
り
ま
す
。

蔵
王
の
米こ

め

石い

し

と
石
造
品

　
日
野
町
内
に
残
る
中
世
の
優
れ
た
石
造
品

に
用
い
ら
れ
て
い
る
石
材
は
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
米
石
と
呼
ば
れ
る
細さ

い

粒り
ゅ
う

黒く
ろ

雲う
ん

母も

花か

崗こ
う

岩が
ん

で
す
。
湖
東
地
域
を
中
心
に
広
く
流
通
し
た

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
中
世
の
蔵
王
は
、
そ
の

米
石
の
産
出
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
米
石
は
、
硬
質
で
石
の
肌
が
細
や
か
な
た

め
表
面
が
大
き
く
傷
ま
ず
細
か
い
細
工
が
可

能
で
、
風
化
し
に
く
い
な
ど
の
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
産
出
場
所
は
、
日
野
川
の
支
流
で
あ

る
勝か

っ
て手
谷だ

に

川が
わ

の
谷
筋
「
か
っ
た
い
谷
」
が
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
蔵
王
ダ
ム
に

よ
り
水
没
し
て
い
ま
す
。

　
日
野
川
に
架
か
る
米
石
橋
の
左
岸
沿
い
に

平
坦
地
が
あ
り
、
通
称
「
イ
シ
ノ
ト
リ
コ
バ

（
石
の
取
り
小
場
）」
と
い
う
採
石
地
が
あ
っ

た
と
伝
わ
る
こ
と
や
、
中
世
石
造
品
の
未
成

品
や
失
敗
品

な
ど
が
当
地

に
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
か

ら
、
大
字
蔵

王
を
拠
点
と

し
て
「
蔵
王

の
石
大
工
」

と
呼
ば
れ
る

集
団
が
活
動

し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
室
町
時
代
後
期
に
な
る
と
、
蔵
王
で
の

石
造
品
生
産
が
急
速
に
衰
退
し
、
安あ

ん

政せ
い

５

（
１
８
５
８
）
年
銘
の
金
峯
神
社
の
手

ち
ょ
う

水ず

鉢ば
ち

を

例
外
と
し
て
、
米
石
の
使
用
は
な
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　
蔵
王
に
残
る
代
表
的
な
石
造
品
と
し
て
、

臨
済
宗
永
源
寺
派
寂じ

ゃ
く

照し
ょ
う

寺じ

〈
蔵
王
〉
境
内
の

薬
師
堂
前
に
石
造
宝ほ

う

篋き
ょ
う

印い
ん

塔と
う

と
約
２
メ
ー
ト

ル
隔
て
て
並
ぶ
石
造
宝ほ

う

塔と
う

が
あ
り
ま
す
。

　
石
造
宝
篋
印
塔
は
、
も
と
も
と
金
峯
神
社

の
参
道
入
口
に
あ
り
ま
し
た
が
、
道
路
の
拡

張
工
事
に
よ
り
大
正
３
（
１
９
１
４
）
年
に

現
在
地
に
移
り
、
昭
和
36
（
１
９
６
１
）
年
、

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

石
造
宝
塔
は
、
昭
和
37
（
１
９
６
２
）
年
、

町
の
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。
両
者

と
も
鎌
倉
時
代
後
期
の
作
品
で
、
町
内
で
も

古
い
時
代
の
石
造
品
で
す
。

蔵
王
行
者
講 

柴さ
い
燈と
う
大お
お
護ご

摩ま

供く（
令
和
６
年
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
　建
設
計
画
課
　都
市
計
画
担
当
　☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
6
7

◆
問
い
合
わ
せ
先
　農
林
課
　農
林
振
興
担
当
　☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
6
3

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
令
和
７
年
度
　
第
２
回
町
営
住
宅
入
居
者
募

集
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
　

　
８
月
４
日（
月
）～
８
月
22
日（
金
）

募
集
団
地

•
第
２
内
池
団
地（
内
池
１
５
２
番
地
）

　
昭
和
63
年
築（
P
C
造
３
階
建
）３
D
K

•
西
山
団
地（
豊
田
２
０
５
番
地
23
）

　
昭
和
60
年
築（
P
C
造
２
階
建
）３
D
K

入
居
資
格

　
次
の
①
～
⑦
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①�

町
内
に
居
住
し
て
い
る
ま
た
は
勤
務
地
を

有
し
て
い
る
こ
と（
３
か
月
以
上
）

②�

持
ち
家（
共
有
名
義
を
含
む
）が
な
く
、住

宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

③�

税・公
共
料
金
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

④�

現
に
同
居
し
、ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
い
る
こ
と

　
※�

た
だ
し
、次
の
⑴
～
⑹
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
は
単
身
で
も
入
居
で
き
ま
す
。

　
　
⑴
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

　
　
⑵
60
歳
以
上
の
方

　
　
⑶�
身
体
障
が
い
者
で
そ
の
障
が
い
の
程
度
が

１
級
か
ら
４
級
ま
で
の
方

　
　
⑷�

精
神
障
が
い
者
で
そ
の
障
が
い
の
程
度
が

１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
方

　
　
⑸�

知
的
障
が
い
者
で
そ
の
障
が
い
の
程
度
が

精
神
障
が
い
の
程
度
に
相
当
す
る
方

　
　
⑹
D
V
被
害
者
に
該
当
す
る
方
　

⑤��

１
か
月
あ
た
り
の
収
入
が
定
め
ら
れ
た
基

準
以
下
で
あ
る
こ
と

⑥
連
帯
保
証
人（
２
名
）を
た
て
ら
れ
る
こ
と

⑦�

申
込
者
お
よ
び
同
居
親
族
が
反
社
会
的
勢

力
に
属
さ
な
い
こ
と

月
額
家
賃

　
入
居
者
の
収
入
お
よ
び
住
宅
の
諸
条
件
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

入
居
可
能
予
定
日

　
令
和
７
年
10
月
中
旬

今
後
の
募
集
予
定

　
令
和
７
年
度
の
町
営
住
宅
入
居
者
募
集
は

次
の
と
お
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。

第
３
回
　
令
和
７
年
11
月
４
日（
火
）

�

～
11
月
21
日（
金
）

第
４
回
　
令
和
８
年
２
月
９
日（
月
）

�

～
２
月
27
日（
金
）

※�

入
居
者
の
入
退
去
、住
宅
の
状
況
等
に
よ
り
募

集
団
地
の
変
更
等
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

戸
数
・
規
格
・
家
賃
の
詳

細
・
最
新
の
情
報
は
、町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

町ホームページ

　
新
た
に
森
林
の
土
地
を
取
得
し
た
場
合
は
森
林
法
の
規
定
に
よ
り
、
土

　
新
た
に
森
林
の
土
地
を
取
得
し
た
場
合
は
森
林
法
の
規
定
に
よ
り
、
土

地
の
所
在
す
る
市
町
村
に
届
出
が
必
要
で
す
。

地
の
所
在
す
る
市
町
村
に
届
出
が
必
要
で
す
。

○
届
出
の
対
象
と
な
る
森
林

○
届
出
の
対
象
と
な
る
森
林

　　  

　
都
道
府
県
が
策
定
す
る
地
域
森
林
計
画
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
森
林

　
都
道
府
県
が
策
定
す
る
地
域
森
林
計
画
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
森
林

で
す
。

で
す
。

　　  

　
登
記
上
の
地
目
に
よ
ら
ず
、
取
得
し
た
土
地
が
森
林
の
状
態
と
な
っ

　
登
記
上
の
地
目
に
よ
ら
ず
、
取
得
し
た
土
地
が
森
林
の
状
態
と
な
っ

て
い
る
場
合
に
は
、
届
出
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
高
い
の
で
ご
注
意

て
い
る
場
合
に
は
、
届
出
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
高
い
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。

　　  

　
日
野
町
内
で
対
象
と
な
る
区
域
は
、
滋
賀
県
の

　
日
野
町
内
で
対
象
と
な
る
区
域
は
、
滋
賀
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
森
林
計
画
図

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
森
林
計
画
図

で
確
認
で
き
ま
す
。

で
確
認
で
き
ま
す
。

○
届
出
の
対
象
者

○
届
出
の
対
象
者

　　  

　
個
人
、
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相
続
な
ど
に
よ
り
、
森
林
の
土
地

　
個
人
、
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相
続
な
ど
に
よ
り
、
森
林
の
土
地

を
新
た
に
取
得
さ
れ
た
方

を
新
た
に
取
得
さ
れ
た
方

　
※
国
土
利
用
計
画
法
に
よ
る
届
出
を
行
っ
た
場
合
は
除
き
ま
す
。

　
※
国
土
利
用
計
画
法
に
よ
る
届
出
を
行
っ
た
場
合
は
除
き
ま
す
。

○
届
出
の
期
間

○
届
出
の
期
間

　　  

　
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら

　
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
9090
日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地
の

日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地
の

あ
る
市
町
村
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
る
市
町
村
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
届
出
書
類

○
届
出
書
類

　　••

森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
書

森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
書

　　••

公
図
の
写
し
な
ど
、
そ
の
森
林
の
土
地
の
位
置
が
分
か
る
図
面

公
図
の
写
し
な
ど
、
そ
の
森
林
の
土
地
の
位
置
が
分
か
る
図
面

　　••
  

土
地
の
登
記
事
項
証
明
書
の
写
し
な
ど
、
そ
の
森
林
の
土
地
の
取
得

土
地
の
登
記
事
項
証
明
書
の
写
し
な
ど
、
そ
の
森
林
の
土
地
の
取
得

理
由
、
取
得
年
月
日
が
分
か
る
書
類

理
由
、
取
得
年
月
日
が
分
か
る
書
類

　
そ
の
他
、
詳
細
は
農
林
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
、
詳
細
は
農
林
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

森
林
を
取
得
し
た
場
合
は

 

届
出
が
必
要
で
す滋賀県滋賀県

ホームページホームページ

米
石
製
の
五
輪
塔
未
成
品
〈
蔵
王
〉
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日
野
歴
史
探
訪

　
私
た
ち
の
住
む
日
野
町
に
は
、
52
の
大
字
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の

地
域
が
豊
か
な
自
然
と
歴
史
文
化
で
彩
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
温
故
知
新
で
は
、
町
内
各
大
字
の
歴
史
と
代
表
的
な
文
化
財
を
シ

リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。

◆
問
い
合
わ
せ
先
　近
江
日
野
商
人
ふ
る
さ
と
館「
旧
山
中
正
吉
邸
」
　☎
0
7
4
8-

5
2-

0
0
0
8

大
字
蔵ざ

王お

う

　
日
野
町
の
東
、
日
野
谷
の
平
地
と
綿
向
山

に
連
な
る
山
地
の
境
に
位
置
す
る
大
字
蔵
王

は
、
明
治
22
（
１
８
８
９
）
年
の
町
村
合
併

に
伴
っ
て
成
立
し
ま
し
た
。

　
江
戸
時
代
に
は
異
な
る
村
と
し
て
北
蔵
王

村
と
南
蔵
王
村
に
分
か
れ
、
領
主
も
そ
れ
ぞ

れ
別
に
推
移
し
、
明
治
時
代
を
迎
え
て
い
ま

す
。
そ
の
領
域
は
、
日
野
川
の
源
流
が
山
地

に
入
る
袋
状
の
谷
間
に
ま
と
ま
っ
て
い
て
、

村
の
形
か
ら
も
元
は
一
つ
の
村
で
あ
っ
た
こ

と
が
う
か
が
え
ま
す
（『
滋
賀
県
の
地
名
』）。

金き

ん

峯ぷ

神じ

ん

社じ

ゃ

と
修し

ゅ

験げ

ん

　
蔵
王
と
い
う
地
名
は
、
金
峯
神
社
（
蔵ざ

王お
う

権ご
ん

現げ
ん

社し
ゃ

）
に
由
来
す
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

金
峯
神
社
は
、
綿
向
山
修
験
に
関
連
し
、
延え

ん

慶き
ょ
う

元
（
１
３
０
８
）
年
に
吉
野
・
大お

お

峰み
ね

地
域

の
修
験
の
本
山
で
あ
る
金き

ん

峯ぷ

山せ
ん

寺じ

〈
奈
良
県

吉
野
町
〉
で
祀ま

つ

ら
れ
て
い
る
蔵
王
大
権
現

の
分ぶ

ん

霊れ
い

を
勧か

ん

請じ
ょ
うし
た
も
の
と
伝
わ
り
ま
す

（「
近お

う
み江
與よ

地ち

志し

略り
ゃ
く」）。

　
綿
向
山
修
験
が
盛
ん
で
あ
っ
た
中
世
に
は
、

大
字
熊
野
や
大
字
西
明
寺
と
と
も
に
北
蔵
王

村
の
金
峯
神
社
が
山
岳
信
仰
の
拠
点
と
し
て

広
く
信
仰
を
集
め
た
と
い
い
ま
す
。

　
ま
た
、
古
く
は
蔵
王
堂
と
も
称
さ
れ
た
金

峯
神
社
は
、
15
世
紀
末
に
蒲が

も
う生
貞さ

だ

秀ひ
で

が
音
羽

城
に
居
城
を
移
し
た
後
は
、
音
羽
城
に
関
連

す
る
軍
事
的
な
役
割
を
も
つ
拠
点
で
あ
っ
た

と
も
考
え
ら
れ
、
蒲
生
家
と
の
結
び
つ
き
を

深
め
た
よ
う
で
す
。

　
文ぶ

ん

亀き

３
（
１
５
０
３
）
年
の
音
羽
城
合
戦

で
は
、
４
月
21
日
に
蔵
王
堂
に
も
兵へ

い

火か

が
放

た
れ
た
（「
馬
見
岡
綿
向
神
社
文
書
」）
と
の

記
録
も
あ
り
ま
す
。

蔵
王
の
米こ

め

石い

し

と
石
造
品

　
日
野
町
内
に
残
る
中
世
の
優
れ
た
石
造
品

に
用
い
ら
れ
て
い
る
石
材
は
、
そ
の
ほ
と
ん

ど
が
米
石
と
呼
ば
れ
る
細さ

い

粒り
ゅ
う

黒く
ろ

雲う
ん

母も

花か

崗こ
う

岩が
ん

で
す
。
湖
東
地
域
を
中
心
に
広
く
流
通
し
た

と
考
え
ら
れ
て
お
り
、
中
世
の
蔵
王
は
、
そ
の

米
石
の
産
出
地
と
し
て
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

　
米
石
は
、
硬
質
で
石
の
肌
が
細
や
か
な
た

め
表
面
が
大
き
く
傷
ま
ず
細
か
い
細
工
が
可

能
で
、
風
化
し
に
く
い
な
ど
の
特
徴
が
あ
り

ま
す
。
産
出
場
所
は
、
日
野
川
の
支
流
で
あ

る
勝か

っ
て手
谷だ

に

川が
わ

の
谷
筋
「
か
っ
た
い
谷
」
が
知

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
現
在
は
蔵
王
ダ
ム
に

よ
り
水
没
し
て
い
ま
す
。

　
日
野
川
に
架
か
る
米
石
橋
の
左
岸
沿
い
に

平
坦
地
が
あ
り
、
通
称
「
イ
シ
ノ
ト
リ
コ
バ

（
石
の
取
り
小
場
）」
と
い
う
採
石
地
が
あ
っ

た
と
伝
わ
る
こ
と
や
、
中
世
石
造
品
の
未
成

品
や
失
敗
品

な
ど
が
当
地

に
残
さ
れ
て

い
る
こ
と
か

ら
、
大
字
蔵

王
を
拠
点
と

し
て
「
蔵
王

の
石
大
工
」

と
呼
ば
れ
る

集
団
が
活
動

し
て
い
た
こ

と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
室
町
時
代
後
期
に
な
る
と
、
蔵
王
で
の

石
造
品
生
産
が
急
速
に
衰
退
し
、
安あ

ん

政せ
い

５

（
１
８
５
８
）
年
銘
の
金
峯
神
社
の
手

ち
ょ
う

水ず

鉢ば
ち

を

例
外
と
し
て
、
米
石
の
使
用
は
な
く
な
っ
て

い
き
ま
し
た
。

　
蔵
王
に
残
る
代
表
的
な
石
造
品
と
し
て
、

臨
済
宗
永
源
寺
派
寂じ

ゃ
く

照し
ょ
う

寺じ

〈
蔵
王
〉
境
内
の

薬
師
堂
前
に
石
造
宝ほ

う

篋き
ょ
う

印い
ん

塔と
う

と
約
２
メ
ー
ト

ル
隔
て
て
並
ぶ
石
造
宝ほ

う

塔と
う

が
あ
り
ま
す
。

　
石
造
宝
篋
印
塔
は
、
も
と
も
と
金
峯
神
社

の
参
道
入
口
に
あ
り
ま
し
た
が
、
道
路
の
拡

張
工
事
に
よ
り
大
正
３
（
１
９
１
４
）
年
に

現
在
地
に
移
り
、
昭
和
36
（
１
９
６
１
）
年
、

重
要
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た

石
造
宝
塔
は
、
昭
和
37
（
１
９
６
２
）
年
、

町
の
指
定
文
化
財
と
な
っ
て
い
ま
す
。
両
者

と
も
鎌
倉
時
代
後
期
の
作
品
で
、
町
内
で
も

古
い
時
代
の
石
造
品
で
す
。

蔵
王
行
者
講 
柴さ
い
燈と
う
大お
お
護ご

摩ま

供く（
令
和
６
年
）

◆
問
い
合
わ
せ
先
　建
設
計
画
課
　都
市
計
画
担
当
　☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
6
7

◆
問
い
合
わ
せ
先
　農
林
課
　農
林
振
興
担
当
　☎
0
7
4
8-

5
2-

6
5
6
3

町
営
住
宅
入
居
者
募
集

　
令
和
７
年
度
　
第
２
回
町
営
住
宅
入
居
者
募

集
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

募
集
期
間
　
　

　
８
月
４
日（
月
）～
８
月
22
日（
金
）

募
集
団
地

•
第
２
内
池
団
地（
内
池
１
５
２
番
地
）

　
昭
和
63
年
築（
P
C
造
３
階
建
）３
D
K

•
西
山
団
地（
豊
田
２
０
５
番
地
23
）

　
昭
和
60
年
築（
P
C
造
２
階
建
）３
D
K

入
居
資
格

　
次
の
①
～
⑦
す
べ
て
に
該
当
す
る
方

①�

町
内
に
居
住
し
て
い
る
ま
た
は
勤
務
地
を

有
し
て
い
る
こ
と（
３
か
月
以
上
）

②�

持
ち
家（
共
有
名
義
を
含
む
）が
な
く
、住

宅
に
困
窮
し
て
い
る
こ
と

③�

税・公
共
料
金
等
を
滞
納
し
て
い
な
い
こ
と

④�

現
に
同
居
し
、ま
た
は
同
居
し
よ
う
と
す

る
親
族
が
い
る
こ
と

　
※�

た
だ
し
、次
の
⑴
～
⑹
の
い
ず
れ
か
に
該
当

す
る
方
は
単
身
で
も
入
居
で
き
ま
す
。

　
　
⑴
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る
方

　
　
⑵
60
歳
以
上
の
方

　
　
⑶�

身
体
障
が
い
者
で
そ
の
障
が
い
の
程
度
が

１
級
か
ら
４
級
ま
で
の
方

　
　
⑷�

精
神
障
が
い
者
で
そ
の
障
が
い
の
程
度
が

１
級
か
ら
３
級
ま
で
の
方

　
　
⑸�

知
的
障
が
い
者
で
そ
の
障
が
い
の
程
度
が

精
神
障
が
い
の
程
度
に
相
当
す
る
方

　
　
⑹
D
V
被
害
者
に
該
当
す
る
方
　

⑤��

１
か
月
あ
た
り
の
収
入
が
定
め
ら
れ
た
基

準
以
下
で
あ
る
こ
と

⑥
連
帯
保
証
人（
２
名
）を
た
て
ら
れ
る
こ
と

⑦�

申
込
者
お
よ
び
同
居
親
族
が
反
社
会
的
勢

力
に
属
さ
な
い
こ
と

月
額
家
賃

　
入
居
者
の
収
入
お
よ
び
住
宅
の
諸
条
件
に

よ
り
決
定
し
ま
す
。

入
居
可
能
予
定
日

　
令
和
７
年
10
月
中
旬

今
後
の
募
集
予
定

　
令
和
７
年
度
の
町
営
住
宅
入
居
者
募
集
は

次
の
と
お
り
実
施
す
る
予
定
で
す
。

第
３
回
　
令
和
７
年
11
月
４
日（
火
）

�

～
11
月
21
日（
金
）

第
４
回
　
令
和
８
年
２
月
９
日（
月
）

�

～
２
月
27
日（
金
）

※�

入
居
者
の
入
退
去
、住
宅
の
状
況
等
に
よ
り
募

集
団
地
の
変
更
等
生
じ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

戸
数
・
規
格
・
家
賃
の
詳

細
・
最
新
の
情
報
は
、町

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

町ホームページ

　
新
た
に
森
林
の
土
地
を
取
得
し
た
場
合
は
森
林
法
の
規
定
に
よ
り
、
土

　
新
た
に
森
林
の
土
地
を
取
得
し
た
場
合
は
森
林
法
の
規
定
に
よ
り
、
土

地
の
所
在
す
る
市
町
村
に
届
出
が
必
要
で
す
。

地
の
所
在
す
る
市
町
村
に
届
出
が
必
要
で
す
。

○
届
出
の
対
象
と
な
る
森
林

○
届
出
の
対
象
と
な
る
森
林

　　  

　
都
道
府
県
が
策
定
す
る
地
域
森
林
計
画
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
森
林

　
都
道
府
県
が
策
定
す
る
地
域
森
林
計
画
の
対
象
と
な
っ
て
い
る
森
林

で
す
。

で
す
。

　　  

　
登
記
上
の
地
目
に
よ
ら
ず
、
取
得
し
た
土
地
が
森
林
の
状
態
と
な
っ

　
登
記
上
の
地
目
に
よ
ら
ず
、
取
得
し
た
土
地
が
森
林
の
状
態
と
な
っ

て
い
る
場
合
に
は
、
届
出
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
高
い
の
で
ご
注
意

て
い
る
場
合
に
は
、
届
出
の
対
象
と
な
る
可
能
性
が
高
い
の
で
ご
注
意

く
だ
さ
い
。

く
だ
さ
い
。

　　  

　
日
野
町
内
で
対
象
と
な
る
区
域
は
、
滋
賀
県
の

　
日
野
町
内
で
対
象
と
な
る
区
域
は
、
滋
賀
県
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
森
林
計
画
図

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
森
林
計
画
図

で
確
認
で
き
ま
す
。

で
確
認
で
き
ま
す
。

○
届
出
の
対
象
者

○
届
出
の
対
象
者

　　  

　
個
人
、
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相
続
な
ど
に
よ
り
、
森
林
の
土
地

　
個
人
、
法
人
を
問
わ
ず
、
売
買
や
相
続
な
ど
に
よ
り
、
森
林
の
土
地

を
新
た
に
取
得
さ
れ
た
方

を
新
た
に
取
得
さ
れ
た
方

　
※
国
土
利
用
計
画
法
に
よ
る
届
出
を
行
っ
た
場
合
は
除
き
ま
す
。

　
※
国
土
利
用
計
画
法
に
よ
る
届
出
を
行
っ
た
場
合
は
除
き
ま
す
。

○
届
出
の
期
間

○
届
出
の
期
間

　　  

　
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら

　
土
地
の
所
有
者
と
な
っ
た
日
か
ら
9090
日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地
の

日
以
内
に
、
取
得
し
た
土
地
の

あ
る
市
町
村
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

あ
る
市
町
村
に
届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

○
届
出
書
類

○
届
出
書
類

　　••

森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
書

森
林
の
土
地
の
所
有
者
届
出
書

　　••

公
図
の
写
し
な
ど
、
そ
の
森
林
の
土
地
の
位
置
が
分
か
る
図
面

公
図
の
写
し
な
ど
、
そ
の
森
林
の
土
地
の
位
置
が
分
か
る
図
面

　　••
  

土
地
の
登
記
事
項
証
明
書
の
写
し
な
ど
、
そ
の
森
林
の
土
地
の
取
得

土
地
の
登
記
事
項
証
明
書
の
写
し
な
ど
、
そ
の
森
林
の
土
地
の
取
得

理
由
、
取
得
年
月
日
が
分
か
る
書
類

理
由
、
取
得
年
月
日
が
分
か
る
書
類

　
そ
の
他
、
詳
細
は
農
林
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
そ
の
他
、
詳
細
は
農
林
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

森
林
を
取
得
し
た
場
合
は

 

届
出
が
必
要
で
す滋賀県滋賀県

ホームページホームページ

米
石
製
の
五
輪
塔
未
成
品
〈
蔵
王
〉
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おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ

○夏の夜のコンサート　　　　　　　申込不要・入場無料
　�マリンバとフルートの美しい音色をお楽しみください♪
　日時：8月9日（土）�19:00～
　演奏：川

かわにし

西�結
ゆい

さん、土
と さ

佐�友
ゆ り さ

理咲さん

○「夏のえいがウィーク」を開催します!　申込不要・入場無料
　日時：8月13日（水）～17日（日）
� 午前の部　10：00～戦争をテーマとした映画
� 午後の部　14：00～子ども向けから大人向けまで
� 　　　　　　　　　いろいろな映画
� ※詳しくはチラシをご覧ください。

『ゲンバの日本語　基礎編』
海外産業人材育成協会／著　出版社：スリーエーネットワーク

　働く外国人向けの日本語コミュニケー
ション学習書です。音声や動画などの
Web教材も活用できるため、効率的に学
習を進めていくことができます。
　図書館では日本語を学ぶ人向けの本を
集めた多言語コーナーも設けていますの
で、ぜひご活用下さい。

8月13日㊌・14日㊍・15日㊎は 
夏季集中休暇を実施します
　期間中、役場には必要最小限の職
員が出勤し、業務を行います。
　また、省エネルギー推進の一環と
して室内照明等の電力使用を節減し、
公用車の使用規制を実施します。
　ご理解ご協力をお願いします。

問 総務課　総務担当
☎0748-52-6500

氏郷シールラリー開催！
　今年も日野町お買い物シールラ
リーを実施いたします。
　日野町内の参加店でお買い物500
円(税込)ごとに氏郷シール1枚進呈さ
れます。
　シール5枚1口でプレゼント抽選に
応募、シール7枚1口でプレゼント応
募とガラガラ抽選の両方参加できま
す。
・シール進呈期間
　8月8日(金)～31日(日)
・ガラガラ抽選会
　8月30日(土)～31日(日)
　時間：各日10：00～17：00
　会場：日野町林業センター１階
　詳細は、新聞折込チラシ・参加店
掲示・日野町商工会ホームページで
ご確認ください。

日野町商工会
ホームページ

問 日野町商工会・
まちづくり商業活性化委員会
☎0748-52-0515

　

全国一斉「こどもの人権相談」 
強化週間

相談電話番号／

☎0
フ リ ー ダ イ ヤ ル

120－0
ぜ ろ ぜ ろ な な

07－
の

1
ひゃくとおばん

10
期間／８月27日（水）～９月２日（火）
時間／平日8:30～19:00
　　　土日10:00～17:00
相談内容／いじめ、体罰、虐待、不登
校など、こどもの人権に関する問題
全般

相談担当者／法務局職員、人権擁護委員

L
ラ イ ン

INEでも相談できます。友だち追
加して相談してください。

LINEじんけん相談

問 大津地方法務局　人権擁護課
☎077-522-4673

保活直前！お仕事探し 
応援ウィークを開催します！
　県内各市町で保育所などの一斉受
付がスタートし始めるこの時期に、
滋賀県では「保活直前！お仕事探し
応援ウィーク」と題して、「あなたの
働きたい」を応援する各種イベント
を開催します。
　保育所の一斉申し込みに間に合う
「9月内定、翌年4月以降採用」求人
を集めた合同企業面接会やセミナー
の開催、保活や再就職に向けたイベ
ントなどを実施予定です。
　詳細は、特設サイトでご確認くだ
さい。
開催期間：8月19日（火）～9月30日（火）
合同企業面接会（甲賀会場）
とき／9月10日（水）10：00～12：30
ところ／碧

へきすい

水ホール
事前申込優先（当日参加OK）
※託児あり

保活直前！
お仕事探し
応援ウィーク
特設サイト

問 滋賀県商工観光労働部�
女性活躍推進課
☎077-528-3772

令和７年度 
消防職員採用試験

受付期間／８月28日（木）まで
※郵送の場合、受付最終日必着。
※受験資格・試験日などの詳細につい
ては、ホームページでご覧ください。

東近江行政組合
ホームページ

問 東近江行政組合　総括管理課
☎0748-22-7620

お知らせ
＼ 今月の ／

2025.８

布引斎苑休苑日 
９月３日水

９月のし尿収集カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30
　し尿収集の予約は5営業日前ま
でに申し込んでください。

し尿収集はお休みです
クリーンぬのびき広域事業協同組合

☎0748-23-0107

　
令
和
７
年
は
、
終
戦
か
ら
80
年
と
い

う
大
き
な
節
目
の
年
で
す
。
こ
の
節

目
に
、
日
野
町
で
は
次
世
代
へ
の
戦
争

の
記
憶
・
記
録
を
確
実
に
継
承
し
、
戦

争
の
な
い
平
和
な
暮
ら
し
を
未
来
に
引

き
継
ぐ
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
拡

大
・
充
実
し
た
「
戦
後
80
年
平
和
事

業
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
８
月
24
日
（
日
）
13
時
20
分
よ
り
、

わ
た
む
き
ホ
ー
ル
虹
に
て
「
日
野
町
平

和
祈
念
式
典
」
を
開
催
し
、
戦
没
者
追

悼
式
を
は
じ
め
、
小
中
学
生
に
よ
る
戦

跡
訪
問
研
修
体
験
報
告
、
日
野
少
年
少

女
合
唱
団
に
よ
る
合
唱
、
戦
争
体
験
の

手
記
の
朗
読
劇
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
特
に
朗
読
劇
で
は
、
日
野
町
で
実
際

に
起
こ
っ
た
悲
劇
を
取
り
上
げ
ま
す
。

昭
和
20
年
８
月
16
日
、
終
戦
の
翌
日
に
、

内う
ち

倉く
ら

光み
つ

秀ひ
で

陸
軍
中
尉
（
38
歳
）
が
妻
や

す
子
さ
ん
（
34
歳
）
と
３
人
の
子
ど
も

た
ち
と
共
に
命
を
絶
つ
と
い
う
痛
ま
し

い
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
内
倉
中
尉

は
第
一
航
測
連
隊
に
所
属
し
、
米
軍
の

攻
撃
に
よ
り
、
部
隊
と
と
も
に
日
野
町

に
移
転
し
て
い
ま
し
た
。

　
普
段
は
尺
八
を
趣
味
と
す
る
温
厚
で

優
し
い
方
で
し
た
が
、
帝
国
軍
人
と
し

て
の
強
い
信
念
か
ら
敗
戦
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
軍
人

と
し
て
の
責
任
感
に
苦
悩
し
た
内
倉
中

尉
は
、
日
野
の
地
で
家
族
と
最
期
を
共

に
す
る
道
を
選
び
ま
し
た
。
遺
書
に
は
、

軍
将
校
と
し
て
の
複
雑
な
心
境
が
綴
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
選
択
を
し
た
軍
人
家
族

は
極
め
て
少
数
で
し
た
が
、
戦
争
が
個

人
や
家
族
に
も
た
ら
し
た
深
い
苦
悩
と

悲
劇
を
物
語
る
出
来
事
と
し
て
、
私
た

ち
は
記
憶
に
留
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
80
年
と
い
う
歳
月
が
流
れ
、
戦
争

を
直
接
体
験
さ
れ
た
方
々
や
ご
遺
族
の

多
く
が
高
齢
を
迎
え
る
中
、
日
野
の
地

で
起
こ
っ
た
こ
う
し
た
悲
劇
を
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
確
実
に
次
世
代
へ
継

承
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
平
和
事
業
を
通
じ
て
、
戦
争
の

悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
改
め
て
心
に

刻
み
、
二
度
と
戦
争
を
繰
り
返
し
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
決
意
を
新
た
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
平
和
の
担
い
手
と
し
て
、
こ
の
貴
重

な
記
憶
を
胸
に
刻
み
、
未
来
へ
と
継
承

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
皆
様
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■…休館日　　　○…えいが会　　　◇…託児サービス
■…おはなし会　■…おひざでだっこのおはなし会

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

月 火 水 木 金 土 日
９月

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日
８月

◆問い合わせ先　日野町立図書館
☎0748-53-1644

図書館からのお知らせ

みんなの

本の紹介

行事予定

日野町立図書館
☎0748-53-1644　FAX 0748-53-3068
＊図書館の本は、お近くの公民館でも返却していただけます＊

ととししょょかかんん

先せわ合い問◆
　 課策政境環通交 　 当担策政境環

☎ 0 7 4 8 25 8756

図書館からのお知らせ

みんなの

本の紹介

行事予定

日野町立図書館
☎0748-53-1644　FAX 0748-53-3068
＊図書館の本は、お近くの公民館でも返却していただけます＊

ととししょょかかんん

先せわ合い問◆
　 課策政境環通交 　 当担策政境環

☎ 0 7 4 8 25 8756

「おはなし会」	 8月9日(土)　11：00～（30分程度）
� 　　　　　　テーマ「おばけ」※工作も行います
「おひざでだっこのおはなし会」	
	 8月16日(土)　11：00～（20分程度）
� �3歳くらいまでの親子を対象に絵本や手遊び、

わらべうたなどをしています。
「託児サービス」	 	8月20日(水)　10：00～12：00
� 0～3歳のお子さんが対象です。
「えいが会」	 	8月17日(日)　14：00～『パパはわるもの

チャンピオン』2018年／日本(126分)

図書館からのお知らせ

みんなの

本の紹介

行事予定

日野町立図書館
☎0748-53-1644　FAX 0748-53-3068
＊図書館の本は、お近くの公民館でも返却していただけます＊

ととししょょかかんん

先せわ合い問◆
　 課策政境環通交 　 当担策政境環

☎ 0 7 4 8 25 8756

※行事・サービスは中止になる場合があります。

図書館からのお知らせ

みんなの

本の紹介

行事予定

日野町立図書館
☎0748-53-1644　FAX 0748-53-3068
＊図書館の本は、お近くの公民館でも返却していただけます＊

ととししょょかかんん

先せわ合い問◆
　 課策政境環通交 　 当担策政境環

☎ 0 7 4 8 25 8756

戦後80年
記憶を未来へ

～町長コラム～

日野町長　堀江 和博

行政相談行政相談
とき／�毎月第３木曜日（祝日を除く）

9：00～12：00
　　　（受付　11：30まで）
ところ／勤労福祉会館１階相談室

総務課　総務担当
☎0748-52-6500
よろず相談よろず相談

とき／�毎週木曜日（祝日、第３木曜
日を除く）��9：00～12：00

　　　（受付　11：30まで）
　　　�第２・４木曜日は、人権特

設相談も兼ねています。
ところ／勤労福祉会館１階相談室
日野町社会福祉協議会
☎0748-52-8080

相談室

町長懇談室
　事前に①希望日②懇談内容③連
絡先をお知らせください。ご連絡
いただいたときに日程調整します。

企画振興課　秘書広報担当
☎0748-52-6550

相談無料・
秘密厳守!!

19 18広報ひの　2025.08 2025.08　広報ひの



おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ　おしらせ

○夏の夜のコンサート　　　　　　　申込不要・入場無料
　�マリンバとフルートの美しい音色をお楽しみください♪
　日時：8月9日（土）�19:00～
　演奏：川

かわにし

西�結
ゆい

さん、土
と さ

佐�友
ゆ り さ

理咲さん

○「夏のえいがウィーク」を開催します!　申込不要・入場無料
　日時：8月13日（水）～17日（日）
� 午前の部　10：00～戦争をテーマとした映画
� 午後の部　14：00～子ども向けから大人向けまで
� 　　　　　　　　　いろいろな映画
� ※詳しくはチラシをご覧ください。

『ゲンバの日本語　基礎編』
海外産業人材育成協会／著　出版社：スリーエーネットワーク

　働く外国人向けの日本語コミュニケー
ション学習書です。音声や動画などの
Web教材も活用できるため、効率的に学
習を進めていくことができます。
　図書館では日本語を学ぶ人向けの本を
集めた多言語コーナーも設けていますの
で、ぜひご活用下さい。

8月13日㊌・14日㊍・15日㊎は 
夏季集中休暇を実施します
　期間中、役場には必要最小限の職
員が出勤し、業務を行います。
　また、省エネルギー推進の一環と
して室内照明等の電力使用を節減し、
公用車の使用規制を実施します。
　ご理解ご協力をお願いします。

問 総務課　総務担当
☎0748-52-6500

氏郷シールラリー開催！
　今年も日野町お買い物シールラ
リーを実施いたします。
　日野町内の参加店でお買い物500
円(税込)ごとに氏郷シール1枚進呈さ
れます。
　シール5枚1口でプレゼント抽選に
応募、シール7枚1口でプレゼント応
募とガラガラ抽選の両方参加できま
す。
・シール進呈期間
　8月8日(金)～31日(日)
・ガラガラ抽選会
　8月30日(土)～31日(日)
　時間：各日10：00～17：00
　会場：日野町林業センター１階
　詳細は、新聞折込チラシ・参加店
掲示・日野町商工会ホームページで
ご確認ください。

日野町商工会
ホームページ

問 日野町商工会・
まちづくり商業活性化委員会
☎0748-52-0515

　

全国一斉「こどもの人権相談」 
強化週間

相談電話番号／

☎0
フ リ ー ダ イ ヤ ル

120－0
ぜ ろ ぜ ろ な な

07－
の

1
ひゃくとおばん

10
期間／８月27日（水）～９月２日（火）
時間／平日8:30～19:00
　　　土日10:00～17:00
相談内容／いじめ、体罰、虐待、不登
校など、こどもの人権に関する問題
全般

相談担当者／法務局職員、人権擁護委員

L
ラ イ ン

INEでも相談できます。友だち追
加して相談してください。

LINEじんけん相談

問 大津地方法務局　人権擁護課
☎077-522-4673

保活直前！お仕事探し 
応援ウィークを開催します！
　県内各市町で保育所などの一斉受
付がスタートし始めるこの時期に、
滋賀県では「保活直前！お仕事探し
応援ウィーク」と題して、「あなたの
働きたい」を応援する各種イベント
を開催します。
　保育所の一斉申し込みに間に合う
「9月内定、翌年4月以降採用」求人
を集めた合同企業面接会やセミナー
の開催、保活や再就職に向けたイベ
ントなどを実施予定です。
　詳細は、特設サイトでご確認くだ
さい。
開催期間：8月19日（火）～9月30日（火）
合同企業面接会（甲賀会場）
とき／9月10日（水）10：00～12：30
ところ／碧

へきすい

水ホール
事前申込優先（当日参加OK）
※託児あり

保活直前！
お仕事探し
応援ウィーク
特設サイト

問 滋賀県商工観光労働部�
女性活躍推進課
☎077-528-3772

令和７年度 
消防職員採用試験

受付期間／８月28日（木）まで
※郵送の場合、受付最終日必着。
※受験資格・試験日などの詳細につい
ては、ホームページでご覧ください。

東近江行政組合
ホームページ

問 東近江行政組合　総括管理課
☎0748-22-7620

お知らせ
＼ 今月の ／

2025.８

布引斎苑休苑日 
９月３日水

９月のし尿収集カレンダー
日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 30
　し尿収集の予約は5営業日前ま
でに申し込んでください。

し尿収集はお休みです
クリーンぬのびき広域事業協同組合

☎0748-23-0107

　
令
和
７
年
は
、
終
戦
か
ら
80
年
と
い

う
大
き
な
節
目
の
年
で
す
。
こ
の
節

目
に
、
日
野
町
で
は
次
世
代
へ
の
戦
争

の
記
憶
・
記
録
を
確
実
に
継
承
し
、
戦

争
の
な
い
平
和
な
暮
ら
し
を
未
来
に
引

き
継
ぐ
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
事
業
を
拡

大
・
充
実
し
た
「
戦
後
80
年
平
和
事

業
」
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
８
月
24
日
（
日
）
13
時
20
分
よ
り
、

わ
た
む
き
ホ
ー
ル
虹
に
て
「
日
野
町
平

和
祈
念
式
典
」
を
開
催
し
、
戦
没
者
追

悼
式
を
は
じ
め
、
小
中
学
生
に
よ
る
戦

跡
訪
問
研
修
体
験
報
告
、
日
野
少
年
少

女
合
唱
団
に
よ
る
合
唱
、
戦
争
体
験
の

手
記
の
朗
読
劇
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　
特
に
朗
読
劇
で
は
、
日
野
町
で
実
際

に
起
こ
っ
た
悲
劇
を
取
り
上
げ
ま
す
。

昭
和
20
年
８
月
16
日
、
終
戦
の
翌
日
に
、

内う
ち

倉く
ら

光み
つ

秀ひ
で

陸
軍
中
尉
（
38
歳
）
が
妻
や

す
子
さ
ん
（
34
歳
）
と
３
人
の
子
ど
も

た
ち
と
共
に
命
を
絶
つ
と
い
う
痛
ま
し

い
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。
内
倉
中
尉

は
第
一
航
測
連
隊
に
所
属
し
、
米
軍
の

攻
撃
に
よ
り
、
部
隊
と
と
も
に
日
野
町

に
移
転
し
て
い
ま
し
た
。

　
普
段
は
尺
八
を
趣
味
と
す
る
温
厚
で

優
し
い
方
で
し
た
が
、
帝
国
軍
人
と
し

て
の
強
い
信
念
か
ら
敗
戦
を
受
け
入
れ

る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
軍
人

と
し
て
の
責
任
感
に
苦
悩
し
た
内
倉
中

尉
は
、
日
野
の
地
で
家
族
と
最
期
を
共

に
す
る
道
を
選
び
ま
し
た
。
遺
書
に
は
、

軍
将
校
と
し
て
の
複
雑
な
心
境
が
綴
ら

れ
て
い
ま
し
た
。

　
こ
の
よ
う
な
選
択
を
し
た
軍
人
家
族

は
極
め
て
少
数
で
し
た
が
、
戦
争
が
個

人
や
家
族
に
も
た
ら
し
た
深
い
苦
悩
と

悲
劇
を
物
語
る
出
来
事
と
し
て
、
私
た

ち
は
記
憶
に
留
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
80
年
と
い
う
歳
月
が
流
れ
、
戦
争

を
直
接
体
験
さ
れ
た
方
々
や
ご
遺
族
の

多
く
が
高
齢
を
迎
え
る
中
、
日
野
の
地

で
起
こ
っ
た
こ
う
し
た
悲
劇
を
風
化
さ

せ
る
こ
と
な
く
、
確
実
に
次
世
代
へ
継

承
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

　
こ
の
平
和
事
業
を
通
じ
て
、
戦
争
の

悲
惨
さ
と
平
和
の
尊
さ
を
改
め
て
心
に

刻
み
、
二
度
と
戦
争
を
繰
り
返
し
て
は

な
ら
な
い
と
い
う
決
意
を
新
た
に
し
た

い
と
思
い
ま
す
。
私
た
ち
一
人
ひ
と
り

が
平
和
の
担
い
手
と
し
て
、
こ
の
貴
重

な
記
憶
を
胸
に
刻
み
、
未
来
へ
と
継
承

し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。
皆
様
お
誘
い
合

わ
せ
の
上
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■…休館日　　　○…えいが会　　　◇…託児サービス
■…おはなし会　■…おひざでだっこのおはなし会

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

月 火 水 木 金 土 日
９月

1 2 3
4 5 6 7 8 9 10
11 12 13 14 15 16 17
18 19 20 21 22 23 24
25 26 27 28 29 30 31

月 火 水 木 金 土 日
８月

◆問い合わせ先　日野町立図書館
☎0748-53-1644

図書館からのお知らせ

みんなの

本の紹介

行事予定

日野町立図書館
☎0748-53-1644　FAX 0748-53-3068
＊図書館の本は、お近くの公民館でも返却していただけます＊

ととししょょかかんん

先せわ合い問◆
　 課策政境環通交 　 当担策政境環

☎ 0 7 4 8 25 8756

図書館からのお知らせ

みんなの

本の紹介

行事予定

日野町立図書館
☎0748-53-1644　FAX 0748-53-3068
＊図書館の本は、お近くの公民館でも返却していただけます＊

ととししょょかかんん

先せわ合い問◆
　 課策政境環通交 　 当担策政境環

☎ 0 7 4 8 25 8756

「おはなし会」	 8月9日(土)　11：00～（30分程度）
� 　　　　　　テーマ「おばけ」※工作も行います
「おひざでだっこのおはなし会」	
	 8月16日(土)　11：00～（20分程度）
� �3歳くらいまでの親子を対象に絵本や手遊び、

わらべうたなどをしています。
「託児サービス」	 	8月20日(水)　10：00～12：00
� 0～3歳のお子さんが対象です。
「えいが会」	 	8月17日(日)　14：00～『パパはわるもの

チャンピオン』2018年／日本(126分)

図書館からのお知らせ

みんなの

本の紹介

行事予定

日野町立図書館
☎0748-53-1644　FAX 0748-53-3068
＊図書館の本は、お近くの公民館でも返却していただけます＊

ととししょょかかんん

先せわ合い問◆
　 課策政境環通交 　 当担策政境環

☎ 0 7 4 8 25 8756

※行事・サービスは中止になる場合があります。

図書館からのお知らせ

みんなの

本の紹介

行事予定

日野町立図書館
☎0748-53-1644　FAX 0748-53-3068
＊図書館の本は、お近くの公民館でも返却していただけます＊

ととししょょかかんん

先せわ合い問◆
　 課策政境環通交 　 当担策政境環

☎ 0 7 4 8 25 8756

戦後80年
記憶を未来へ

～町長コラム～

日野町長　堀江 和博

行政相談行政相談
とき／�毎月第３木曜日（祝日を除く）

9：00～12：00
　　　（受付　11：30まで）
ところ／勤労福祉会館１階相談室

総務課　総務担当
☎0748-52-6500
よろず相談よろず相談

とき／�毎週木曜日（祝日、第３木曜
日を除く）��9：00～12：00

　　　（受付　11：30まで）
　　　�第２・４木曜日は、人権特

設相談も兼ねています。
ところ／勤労福祉会館１階相談室
日野町社会福祉協議会
☎0748-52-8080

相談室

町長懇談室
　事前に①希望日②懇談内容③連
絡先をお知らせください。ご連絡
いただいたときに日程調整します。

企画振興課　秘書広報担当
☎0748-52-6550

相談無料・
秘密厳守!!

19 18広報ひの　2025.08 2025.08　広報ひの



●問い合わせ先　日野町健康推進協議会事務局（福祉保健課内）　☎０７４８‒５２‒６５７４

おすすめ料理健康推進員

なすのひき肉ボートなすのひき肉ボート

（１人分）食塩相当量 1.1ｇ　野菜の量 198ｇ

ほんのりとカレー風味のする夏野菜
たっぷりのお料理です。カレー粉の
量は、お好みに合わせて調節してく
ださい。

ほんのりとカレー風味のする夏野菜
たっぷりのお料理です。カレー粉の
量は、お好みに合わせて調節してく
ださい。

材料（２人分） 作り方
① なすは縦に４本、しま目に皮をむき、重ならないよう
に耐熱皿にのせる。ふんわりとラップをかけ、電子レ
ンジで加熱する（600Wなら3分程度）。

②たまねぎ、にんじん、にんにくは、それぞれみじん切り
にする。

③フライパンにオリーブ油を中火で熱し、①を並べ入れ
る。油を全体に絡めるように焼いて塩少々を振り、し
んなりとしたら耐熱の器に並べる。

④フライパンをさっとふいて、サラダ油を中火で熱し、に
んにく、にんじん、たまねぎ、ひき肉を順に炒める。肉
がポロポロになったらカレー粉、塩、酒を振り混ぜ合
わせ、Aを合わせた水溶き片栗粉でとろみをつける。

⑤③のなすを菜箸で縦長に裂くようにしてくぼみを作
り、④を1/4ずつ詰める。へたを取って半分に切った
ミニトマトをのせ、温めたオーブントースターで4分ほ
ど焼く。

●なす………… 4個（280ｇ）
●合いびき肉…………120ｇ
●ミニトマト ……4個（40ｇ）
●たまねぎ……1/4個（50ｇ）
●にんじん……1/5本（20ｇ）
●にんにく…………小1かけ
●オリーブ油 ………大さじ1
●カレー粉…………小さじ1
●塩 ……………小さじ1/3
●サラダ油…………小さじ1
●酒 ………………大さじ1
　●片栗粉 ……大さじ1/2
　●水 ……………大さじ1
A

行事内容 日程・時間 対象者・内容など 持ち物・備考

栄養相談

�２日火・�３日水
�４日木・�８日月
18日木・19日金
25日木・30日火

９:00～11:30
食生活を見直したい方
＊�要申し込み 食事記録・お薬手帳（お持ちの方）

10日水・19日金
22日月 13:30～16:00

離乳食教室 10日水 10:00～12:00
（９:45～受付）

令和７年３月・４月生まれのお子さん
と保護者

エプロン・三角巾・マスク・手拭きタオル・子ど
もさんに必要なもの（おもちゃ・バスタオル・ミ
ルク・オムツなど）・離乳食教室おたずね票・母
子健康手帳・4か月児健診の離乳食資料

プレママサロン
（※会場は、つどいのひろば

「ぽけっと」です）
25日木 10:00～11:00

（９:45～受付）
妊娠７～９か月の妊婦さん
＊�対象者には、事前に案内を送付し
ます

母子健康手帳
＊詳細は、事前に送付したチラシをご覧ください

すくすく広場
（※会場は、つどいのひろば

「ぽけっと」です）
８日月・29日月 ９:30～11:00 子育てや健康・栄養について相談で

きる場です 母子健康手帳・フェイスタオル・バスタオル

４か月児健康診査 24日水 （受付）
13:00～14：00

令和７年５月生まれのお子さん
＊受付時間は後日個別通知します

母子健康手帳・問診票・母子保健アンケート・
オムツ・ごみ袋（オムツ用）・ミルク（必要な方のみ）・
フェイスタオル・バスタオル

10か月児健康診査 25日木 （受付）
13:00～14:00

令和６年10月・11月生まれのお子さん
＊受付時間は後日個別通知します

母子健康手帳・問診票・オムツ・ごみ袋（オムツ用）・
フェイスタオル・バスタオル

１歳８か月児健康診査
歯科健診・フッ素塗布 11日木 （受付）

13:00～14:00
令和６年１月生まれのお子さん
＊受付時間は後日個別通知します

母子健康手帳・問診票・母子保健アンケート・
バスタオル
＊親子で歯を磨いてお越しください

２歳６か月児健康相談
歯科健診・フッ素塗布 ４日木 （受付）

13:00～14:00
令和５年３月生まれのお子さん
＊受付時間は後日個別通知します

母子健康手帳・問診票・母子保健アンケート・バ
スタオル
＊親子で歯を磨いてお越しください

３歳６か月児健康診査
歯科健診・フッ素塗布 ３日水 （受付）

13:00～14:00
令和４年３月生まれのお子さん
＊受付時間は後日個別通知します

母子健康手帳・問診票・母子保健アンケート・
バスタオル
＊親子で歯を磨いてお越しください

対	象
町内の未就園児

◆申し込み・問い合わせ先　福祉保健課　保健担当　☎ 0748-52-6574	

子育て情報子育て情報 2025年９月保健カレンダー保健カレンダー 2025年９月 会	場
保健センター

事業名 日程 時間 場所 内容または対象など 申し込み・問い合わせ先
町立保育所・

こども園 園開放
「きっずらんど」

９日火
10:00～11:00
（受付�9:45～
10:00）

あおぞら園
園で遊ぼう！
対象：6か月以上のお子さんと保護者
＊要申し込み（9/2から受付）10組

あおぞら園
☎0748-52-0400

親子運動ひろば 12日金 10:00～11:30 日野公民館
多目的ホール

親子でふれあいながら体力づくり
対象：1歳半以上のお子さんと保護者
＊要申し込み（9/5まで受付）15組
＊参加費1組100円

生涯学習課
☎0748-52-6566

おもちゃ図書館 12日金
19日金 �９:30～11:00 保健センター 好きなおもちゃで自由に遊べます。おもちゃの貸し出しも行っています。

社会福祉協議会
☎0748-52-1219

わらべ
地域子育て

支援センター 毎週�月～金
月・火・水・木
�９:30～11:30
13:00～15:00
金�９:30～12:00

わらべ保育園 時間内は、好きなおもちゃで親子で自由に遊べます。時間内の出入りは自由です。
わらべ地域子育て
支援センター

☎0748-36-1910

●�折り紙教室…１日月10:30～11:30　折り紙の先生と一緒に、季節に合わせた折り紙を楽しみましょう。
●�９月の誕生会…12日金10:30～11:00　誕生月のお子さんには手形のマグネットをプレゼントし、みんなで
　お祝いします。誕生月以外の人も遊びに来てください。

つどいのひろば
『ぽけっと』

毎週�月～金
＊�日曜開催　
は14日
＊�5日金AM
　はお休み

月・火・木・金
AM…９:30～
　　　11:30
PM…13:30～
　　　16:00
＊水はAMのみ
＊14日日のPM
は13:30～15:00

『ぽけっと』
利用対象を分けている日や、申し込みの必要な日があり
ます。きょうだいの未就園児は一緒に来ていただけます。
時間内の出入りは自由です。

『ぽけっと』
☎0748-53-2524

○赤ちゃんROOM「ころころ」…対象：おおむね2か月から6か月の赤ちゃんと保護者
　2日火10:00～11:30　ミニ講座「本当はすごい！赤ちゃんの運動発達」＊要申し込み（8/4から受付）6組
　25日木9:30～11:30　ふれあい遊び
　＊25日はプレママサロンも一緒に行います。保健師・助産師がいますので、相談も気軽にできます。
○赤ちゃんROOM「ぴよぴよ」…対象：おおむね7か月から11か月の赤ちゃんと保護者
　30日火10:00～11:30　ミニ講座「本当はすごい！赤ちゃんの運動発達」＊要申し込み（8/26から受付）6組
○赤ちゃんROOM「ころころ」「ぴよぴよ」…対象：おおむね2か月から11か月の赤ちゃんと保護者
　11日木9:30～11:30、19日金13:30～15:30　親子で遊んだり、ふれあい遊びをしたりしています。
○年齢別サークル「きらきら」…対象：1歳のお子さんと保護者
　1日月9:30～11:30　おもちゃ作り
○年齢別サークル「にこにこ」…対象：2歳以上のお子さんと保護者
　18日木9:30～11:30　おもちゃ作り
●オープンルームAM（9:30～11:30）…9日火、10日水、12日金、17日水、19日金、24日水、26日金
●オープンルームPM（13:30～16:00）…�1日月、2日火、4日木、5日金、8日月、9日火、11日木、12日金、16日火、18日木、�

22日月、25日木、26日金、29日月、30日火
　＊年齢制限はありません。どなたでも遊びに来ていただけます。
●ぽけっとCafé…3日水９:30～11:30
　�ボランティアグループ「まつぼっくり」さんの、おいしいコーヒー（ジュース）と手作りケーキをみんなでいただきましょ
う。ケーキのテイクアウト（1個100円）もできます。
　＊要申し込み（8/4から受付）20組　＊ケーキと飲み物のセット100円
　＊持ち物：お皿、フォーク（子ども用　必要な方のみ）
●絵本と遊ぼう…4日木10:15～10:45　図書館の司書さんによるおはなし会です。　＊要申し込み（8/4から受付）12組
●すくすく広場…8日月、29日月9:30～11:30　＊相談は11:00まで
　�どなたでも遊びに来ていただけます。保健師・助産師・栄養士がいますので、体重や身長の計測や授乳・離乳食など子育てに
関する相談も気軽にできます。
●双子ちゃんサークル…11日木9:30～11:30　対象：双子（多胎児）のお子さんと保護者
　お子さんを遊ばせながら、保護者同士がおしゃべりしたり情報交換する場です。
●日曜開催（オープンルーム）…14日日9:30～11:30、13:30～15:00　
　対象：未就園児または0～2歳児のお子さんとご家族　日曜日なので、平日は来られない方もお越しください。
●ベビーマッサージ教室…16日火10:00～10:45　対象：首のすわっている赤ちゃんと保護者
　持ち物：オイル（使っている物があれば）、バスタオル　＊要申し込み（8/18から受付）６組
●お誕生会…22日月9:30～11:30　自由遊びの後、お誕生会をします。
　誕生月のお子さんは、親子で写真を撮ってカードに仕上げてプレゼントします。
　＊9月生まれのお子さんや保護者さんは準備の都合上、申し込みが必要です。その他の方は申し込み不要です。

＊この他に各地区の公民館でも子育てサロンが開催されています。日程などは公民館にお問い合わせください。
＊�子育てに関する情報は、子育て応援通信「ゆっくりおおきくなあれ」にも掲載しています。子ども支援課・保健センター・
つどいのひろば『ぽけっと』・わらべ地域子育て支援センター・図書館・公民館などに設置していますので、ご覧ください。
町のホームページでもご覧いただけます。

町ホームページ
「ゆっくりおおきくなあれ」

〇�参加される方は親子ともに自宅で検温を行い、発熱や咳・くしゃ
み鼻水など体調不良の場合はご利用をお控えください。

子育て情報の公式LINE「ひのこども
タウン」です。ぜひ登録してください。

町では、子育てを応援するさまざまな事業を行っています。赤ちゃんやお子さんを連れて、気軽にお出かけください。

町ホームページ

公式LINE
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●問い合わせ先　日野町健康推進協議会事務局（福祉保健課内）　☎０７４８‒５２‒６５７４

おすすめ料理健康推進員

なすのひき肉ボートなすのひき肉ボート

（１人分）食塩相当量 1.1ｇ　野菜の量 198ｇ

ほんのりとカレー風味のする夏野菜
たっぷりのお料理です。カレー粉の
量は、お好みに合わせて調節してく
ださい。

ほんのりとカレー風味のする夏野菜
たっぷりのお料理です。カレー粉の
量は、お好みに合わせて調節してく
ださい。

材料（２人分） 作り方
① なすは縦に４本、しま目に皮をむき、重ならないよう
に耐熱皿にのせる。ふんわりとラップをかけ、電子レ
ンジで加熱する（600Wなら3分程度）。

②たまねぎ、にんじん、にんにくは、それぞれみじん切り
にする。

③フライパンにオリーブ油を中火で熱し、①を並べ入れ
る。油を全体に絡めるように焼いて塩少々を振り、し
んなりとしたら耐熱の器に並べる。

④フライパンをさっとふいて、サラダ油を中火で熱し、に
んにく、にんじん、たまねぎ、ひき肉を順に炒める。肉
がポロポロになったらカレー粉、塩、酒を振り混ぜ合
わせ、Aを合わせた水溶き片栗粉でとろみをつける。

⑤③のなすを菜箸で縦長に裂くようにしてくぼみを作
り、④を1/4ずつ詰める。へたを取って半分に切った
ミニトマトをのせ、温めたオーブントースターで4分ほ
ど焼く。

●なす………… 4個（280ｇ）
●合いびき肉…………120ｇ
●ミニトマト ……4個（40ｇ）
●たまねぎ……1/4個（50ｇ）
●にんじん……1/5本（20ｇ）
●にんにく…………小1かけ
●オリーブ油 ………大さじ1
●カレー粉…………小さじ1
●塩 ……………小さじ1/3
●サラダ油…………小さじ1
●酒 ………………大さじ1
　●片栗粉 ……大さじ1/2
　●水 ……………大さじ1
A

行事内容 日程・時間 対象者・内容など 持ち物・備考

栄養相談

�２日火・�３日水
�４日木・�８日月
18日木・19日金
25日木・30日火

９:00～11:30
食生活を見直したい方
＊�要申し込み 食事記録・お薬手帳（お持ちの方）

10日水・19日金
22日月 13:30～16:00

離乳食教室 10日水 10:00～12:00
（９:45～受付）

令和７年３月・４月生まれのお子さん
と保護者

エプロン・三角巾・マスク・手拭きタオル・子ど
もさんに必要なもの（おもちゃ・バスタオル・ミ
ルク・オムツなど）・離乳食教室おたずね票・母
子健康手帳・4か月児健診の離乳食資料

プレママサロン
（※会場は、つどいのひろば

「ぽけっと」です）
25日木 10:00～11:00

（９:45～受付）
妊娠７～９か月の妊婦さん
＊�対象者には、事前に案内を送付し
ます

母子健康手帳
＊詳細は、事前に送付したチラシをご覧ください

すくすく広場
（※会場は、つどいのひろば

「ぽけっと」です）
８日月・29日月 ９:30～11:00 子育てや健康・栄養について相談で

きる場です 母子健康手帳・フェイスタオル・バスタオル

４か月児健康診査 24日水 （受付）
13:00～14：00

令和７年５月生まれのお子さん
＊受付時間は後日個別通知します

母子健康手帳・問診票・母子保健アンケート・
オムツ・ごみ袋（オムツ用）・ミルク（必要な方のみ）・
フェイスタオル・バスタオル

10か月児健康診査 25日木 （受付）
13:00～14:00

令和６年10月・11月生まれのお子さん
＊受付時間は後日個別通知します

母子健康手帳・問診票・オムツ・ごみ袋（オムツ用）・
フェイスタオル・バスタオル

１歳８か月児健康診査
歯科健診・フッ素塗布 11日木 （受付）

13:00～14:00
令和６年１月生まれのお子さん
＊受付時間は後日個別通知します

母子健康手帳・問診票・母子保健アンケート・
バスタオル
＊親子で歯を磨いてお越しください

２歳６か月児健康相談
歯科健診・フッ素塗布 ４日木 （受付）

13:00～14:00
令和５年３月生まれのお子さん
＊受付時間は後日個別通知します

母子健康手帳・問診票・母子保健アンケート・バ
スタオル
＊親子で歯を磨いてお越しください

３歳６か月児健康診査
歯科健診・フッ素塗布 ３日水 （受付）

13:00～14:00
令和４年３月生まれのお子さん
＊受付時間は後日個別通知します

母子健康手帳・問診票・母子保健アンケート・
バスタオル
＊親子で歯を磨いてお越しください

対	象
町内の未就園児

◆申し込み・問い合わせ先　福祉保健課　保健担当　☎ 0748-52-6574	

子育て情報子育て情報 2025年９月保健カレンダー保健カレンダー 2025年９月 会	場
保健センター

事業名 日程 時間 場所 内容または対象など 申し込み・問い合わせ先
町立保育所・

こども園 園開放
「きっずらんど」

９日火
10:00～11:00
（受付�9:45～
10:00）

あおぞら園
園で遊ぼう！
対象：6か月以上のお子さんと保護者
＊要申し込み（9/2から受付）10組

あおぞら園
☎0748-52-0400

親子運動ひろば 12日金 10:00～11:30 日野公民館
多目的ホール

親子でふれあいながら体力づくり
対象：1歳半以上のお子さんと保護者
＊要申し込み（9/5まで受付）15組
＊参加費1組100円

生涯学習課
☎0748-52-6566

おもちゃ図書館 12日金
19日金 �９:30～11:00 保健センター 好きなおもちゃで自由に遊べます。おもちゃの貸し出しも行っています。

社会福祉協議会
☎0748-52-1219

わらべ
地域子育て

支援センター 毎週�月～金
月・火・水・木
�９:30～11:30
13:00～15:00
金�９:30～12:00

わらべ保育園 時間内は、好きなおもちゃで親子で自由に遊べます。時間内の出入りは自由です。
わらべ地域子育て
支援センター

☎0748-36-1910

●�折り紙教室…１日月10:30～11:30　折り紙の先生と一緒に、季節に合わせた折り紙を楽しみましょう。
●�９月の誕生会…12日金10:30～11:00　誕生月のお子さんには手形のマグネットをプレゼントし、みんなで
　お祝いします。誕生月以外の人も遊びに来てください。

つどいのひろば
『ぽけっと』

毎週�月～金
＊�日曜開催　
は14日
＊�5日金AM
　はお休み

月・火・木・金
AM…９:30～
　　　11:30
PM…13:30～
　　　16:00
＊水はAMのみ
＊14日日のPM
は13:30～15:00

『ぽけっと』
利用対象を分けている日や、申し込みの必要な日があり
ます。きょうだいの未就園児は一緒に来ていただけます。
時間内の出入りは自由です。

『ぽけっと』
☎0748-53-2524

○赤ちゃんROOM「ころころ」…対象：おおむね2か月から6か月の赤ちゃんと保護者
　2日火10:00～11:30　ミニ講座「本当はすごい！赤ちゃんの運動発達」＊要申し込み（8/4から受付）6組
　25日木9:30～11:30　ふれあい遊び
　＊25日はプレママサロンも一緒に行います。保健師・助産師がいますので、相談も気軽にできます。
○赤ちゃんROOM「ぴよぴよ」…対象：おおむね7か月から11か月の赤ちゃんと保護者
　30日火10:00～11:30　ミニ講座「本当はすごい！赤ちゃんの運動発達」＊要申し込み（8/26から受付）6組
○赤ちゃんROOM「ころころ」「ぴよぴよ」…対象：おおむね2か月から11か月の赤ちゃんと保護者
　11日木9:30～11:30、19日金13:30～15:30　親子で遊んだり、ふれあい遊びをしたりしています。
○年齢別サークル「きらきら」…対象：1歳のお子さんと保護者
　1日月9:30～11:30　おもちゃ作り
○年齢別サークル「にこにこ」…対象：2歳以上のお子さんと保護者
　18日木9:30～11:30　おもちゃ作り
●オープンルームAM（9:30～11:30）…9日火、10日水、12日金、17日水、19日金、24日水、26日金
●オープンルームPM（13:30～16:00）…�1日月、2日火、4日木、5日金、8日月、9日火、11日木、12日金、16日火、18日木、�

22日月、25日木、26日金、29日月、30日火
　＊年齢制限はありません。どなたでも遊びに来ていただけます。
●ぽけっとCafé…3日水９:30～11:30
　�ボランティアグループ「まつぼっくり」さんの、おいしいコーヒー（ジュース）と手作りケーキをみんなでいただきましょ
う。ケーキのテイクアウト（1個100円）もできます。
　＊要申し込み（8/4から受付）20組　＊ケーキと飲み物のセット100円
　＊持ち物：お皿、フォーク（子ども用　必要な方のみ）
●絵本と遊ぼう…4日木10:15～10:45　図書館の司書さんによるおはなし会です。　＊要申し込み（8/4から受付）12組
●すくすく広場…8日月、29日月9:30～11:30　＊相談は11:00まで
　�どなたでも遊びに来ていただけます。保健師・助産師・栄養士がいますので、体重や身長の計測や授乳・離乳食など子育てに
関する相談も気軽にできます。
●双子ちゃんサークル…11日木9:30～11:30　対象：双子（多胎児）のお子さんと保護者
　お子さんを遊ばせながら、保護者同士がおしゃべりしたり情報交換する場です。
●日曜開催（オープンルーム）…14日日9:30～11:30、13:30～15:00　
　対象：未就園児または0～2歳児のお子さんとご家族　日曜日なので、平日は来られない方もお越しください。
●ベビーマッサージ教室…16日火10:00～10:45　対象：首のすわっている赤ちゃんと保護者
　持ち物：オイル（使っている物があれば）、バスタオル　＊要申し込み（8/18から受付）６組
●お誕生会…22日月9:30～11:30　自由遊びの後、お誕生会をします。
　誕生月のお子さんは、親子で写真を撮ってカードに仕上げてプレゼントします。
　＊9月生まれのお子さんや保護者さんは準備の都合上、申し込みが必要です。その他の方は申し込み不要です。

＊この他に各地区の公民館でも子育てサロンが開催されています。日程などは公民館にお問い合わせください。
＊�子育てに関する情報は、子育て応援通信「ゆっくりおおきくなあれ」にも掲載しています。子ども支援課・保健センター・
つどいのひろば『ぽけっと』・わらべ地域子育て支援センター・図書館・公民館などに設置していますので、ご覧ください。
町のホームページでもご覧いただけます。

町ホームページ
「ゆっくりおおきくなあれ」

〇�参加される方は親子ともに自宅で検温を行い、発熱や咳・くしゃ
み鼻水など体調不良の場合はご利用をお控えください。

子育て情報の公式LINE「ひのこども
タウン」です。ぜひ登録してください。

町では、子育てを応援するさまざまな事業を行っています。赤ちゃんやお子さんを連れて、気軽にお出かけください。

町ホームページ

公式LINE
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アイドル家わが の

国民健康保険税（3期分）
介護保険料（3期分）　
後期高齢者医療保険料（2期分）

納期限は９月１日（月）です。

８月の納税等

　日野町町村合併70周年記念「NHKのど自慢」に参加された、

町にゆかりのある皆さんです。すばらしい歌声を全国に届け

ていただきありがとうございました。○あ

ちょっとひとこと

毎日たくさんの幸せをありがとう♡
すくすくおおきくなってね♡

ふわふわ大好き！
いつも甘えん坊な弟☺
誕生日おめでとう！
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（R5.8.5生まれ）南比都佐
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ちゃん
（R5.8.27生まれ）日野

パパそっくり彩ちゃん♡
元気いっぱい大きくなぁれ！
お誕生日おめでとう��

園
その

田
だ

　彩
いろ
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（R5.8.9生まれ）必佐

各種公共料金の納付もお忘れなく

10月に満1歳～3歳のお誕生日を迎える
お子さんの写真を大募集!!

　対象のお子さんのみが写っている写真を下記
担当へお持ちください。申込フォームでも受け
付けています。
◆締め切り　�８月29日(金)　ただし、申し込みが多い場合は

期日前でもお断りすることがあります。
◆問い合わせ先　�企画振興課　秘書広報担当（役場3階）�

☎0748-52-6550

申込フォーム

キャッフィーはP６の左下あたり、
チャッフィーはP20の左下あたりに

隠れていました！

キャッフィーと
チャッフィーを　　探せ！
キャッフィーと
チャッフィーを　　探せ！

答え
合わせ

今月の
スポーツは相撲!

車が大好き！
頼りになるお兄ちゃん☺
誕生日おめでとう！
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（R4.8.22生まれ）日野

1歳のお誕生日おめでとう��
これからもいっぱい食べて
大きくなってね♪
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（R6.8.25生まれ）日野

人のうごき
●総人口　20,555人� （−18人）
●世　帯　8,870世帯� （−３世帯）

（転入）� 73人� （転出）� 77人
（出生）� 10人� （死亡）� 21人
（その他減）��３人

令和７年７月１日現在

※（　）前月比

人口増減

「ひのっこ宣言」
●あいさつで　つながる心　いい笑顔
●きいてみよう　自分のきもちと相手のおもい
●楽しもう　どうせやるなら　よろこんで
●チャレンジを　やらへんなんて　もったいない
●しっぱいも　「かまへん　かまへん　だんないで」
●だれとでも　たよりたよられ　助け合い
ひのっこが　よりよい日野町　つくります！

日　野　町　町　民　憲　章
　　　昭和33年３月28日告示

１．わたくしたち日野町民は、健康を増進し体位の向上につとめましょう。
１．わたくしたち日野町民は、教養を高め文化の発展につとめましょう。
１．わたくしたち日野町民は、生業に励み豊かな生活を営みましょう。
１．わたくしたち日野町民は、よい伝統を守り進取の気象を養いましょう。
１．わたくしたち日野町民は、平和を愛し住みよい町をつくりましょう。
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